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Ⅰ 事業の全体概要

「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

１．事業の全体概要
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

観光立国推進基本計画におけるインバウンド回復戦略として、全国津々浦々で観光回復の起爆剤と

なる取組を集中的に展開することが挙げられ、その一例として伝統芸能等の特別体験が例示されて

いる。

その一方で、中国地方における外国人宿泊者数及び訪日外国人旅行消費単価は全国平均を大きく下

回っている状況である。（２０２４年における外国人宿泊者数は２，８３１， １３０人で全国 10 

ブロック中８位、訪日外国人旅行消費単価は 46,805 円で全国 10ブロック中最下位。）

宿泊者数や観光消費額増加に寄与する取組として、ナイトコンテンツの造成・販売が

考えられるが、伝統芸能・民俗芸能における舞手や奏者の多くは本業を別に持つ地域住民であり定

期公演や出張公演に制約があること、宿泊施設や地域の受入体制機能が不十分であることから、ナ

イトコンテンツとしては売り出しにくい状況であると考えられる。

そこで中国地方における景勝地と伝統芸能・民俗芸能（以下「伝統芸能等」という。）を掛け合わ

せたコンテンツがどの程度インバウンドに訴求力を持ち、宿泊者数や観光消費額増加を伴う来訪促

進に向けたコンテンツとなり得るのか調査検討を行う。

本事業の目的

中国運輸局

事業主体

Ⅰ.“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する事前調査

Ⅱ.“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた取組

(１)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行)

Ⅲ.調査結果報告会の開催

業務概要

１．事業の全体概要
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具体的な取組み（本事業実施内容）

実施内容 事業実施の流れ

１．事前調査（景勝地×伝統芸能・

民俗芸能）一覧作成

２．検討会の開催

３．実地試行に向けた勉強会

４．可能性調査(実地試行〉の実施

５．調査結果報告会の開催

実地試行の実施
１回目２エリア

調査結果報告会

応用編
２エリア

実地試行の実施
２回目２エリア

コンテンツ一覧
素案作成

コンテンツ一覧
再評価

電子記事
（多言語）の作成

検討会１回目 検討会２回目 検討会３回目

基礎編
２エリア

付加価値が高く、伝統芸能等を実施推進し得る景勝
地を調査整理し、リスト化する。また調査する景勝
地(寺社仏閣含む)において伝統芸能等を演舞・披露し
得る団体の調査(１県１団体以上)を実施する。その調
査を基に、電子記事の作成と情報発信を行う。

景勝地×伝統芸能・民俗芸能一覧作成

データ収集・ヒアリング・
コンテンツ集約

伝統芸能・自然景勝地のとりまとめ・
一覧の作成

検討会での検証

１

【データ収集・一覧作成までの流れ】

景勝地×伝統芸能・民俗芸能を推進するための課題を
把握し、目指すべき方向性を共有し取組みを検証する
場として運営。

検討会の開催２

【検討会の概要】

回数 全３回 7/23(水)・11/26(水)・2/6(金)

開催方法 ハイブリット

参加者
①中国運輸局 ②有識者 ③５県の自治体
④景勝地・伝統芸能等の関係者
⑤観光関係事業者 ⑥旅行会社

検討会
テーマ

・環境整備等に関する事項
・商品化を見据えた価格設定に関する事項
・付加価値等の設定手法に関する事項
・二次交通を含めた観光の足に関する事項
・実施に向けたロードマップに関する事項
・課題の整理、解決策に関する事項 等

検討会で挙げられた課題と『景勝地×伝統
芸能一覧表』を以て、調査エリアにおけ
る誘客のフックとなる新たなコンテンツ
を開発するためのエリア勉強会を開催。

実地試行に向けた
勉強会の開催

３

【勉強会開催エリア】
①広島県：北広島町
②山口県：山口市

【勉強会開催回数】
調査２エリア×２回
第１回：全体概要説明と企画骨子
第２回：実地試行のブラッシュアップ
北広島＝①9/4(木) ➁12/25(木)
山口市＝①9/5(金) ➁12/23(火)

検討会並びに勉強会における検討内容を
反映した行程でトライアルを実施。トラ
イアル実施後に、再度検討会へ報告しブ
ラッシュアップを目指す。

実地試行の実施４

【調査エリア】
①広島県：芸北神楽
②山口県：鷲流狂言

【実地試行開催回数】
調査２エリア×２回
第１回：実地試行の実施
第２回：ブラッシュアップ内容の実施
北広島＝①10/18-19 ➁1/21-22
山口市＝①10/17-18   ➁1/22-23

本事業における取組が各地に裨益するよ
う、自治体や観光関係事業者をはじめと
する多くの関係者を対象にした報告会を
開催。

調査結果報告会の開催5

【開催日】3/4(水)

【報告内容】
・実地試行の概要
・参加者の満足度
・伝統芸能等に関するニーズ
・課題及び解決策
・付加価値設定の可能性とその内容
・その他“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”を
推進するにあたり有益となる事項

本事業実施の全体像

「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

１．事業の全体概要
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Ⅱ 実施内容と結果

(Ⅰ)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する事前調査
(Ⅱ)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた取組
(Ⅲ)調査結果報告会の開催

「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査

・付加価値が高く、伝統芸能等を実施・推進し得る景勝地を調査し、リスト化した。

景勝地リスト 景勝地関係者リスト（団体名） 伝統芸能等を演舞・披露し得る団体

鷲羽山レストハウス 共同企業代MIKOSHI 下津井節振興会

王子ヶ岳（瀬戸内海国立公園） 玉野市・倉敷市 初實剣理方一流 甲冑抜刀術

北木島の石切り丁場湖
石切りの渓谷展望台

鶴田石材株式会社 初實剣理方一流 甲冑抜刀術

備中松山城 天空の山城 高梁市観光協会 備中神楽成羽保存会

岡山後楽園 能舞台 岡山県後楽園事務所 大島会（能楽）、田賀屋狂言会

候補地：岡山県

候補地：広島県

景勝地リスト 景勝地関係者リスト（団体名） 伝統芸能等を演舞・披露し得る団体

厳島神社 宮島観光協会 広島邦楽保存会

宮島大聖院 大聖院 宮島太鼓協会

広島平和記念公園 広島市都市整備局緑化推進部 広島雅楽会

帝釈峡 帝釈峡観光協会 帝釈峡郷土舞踊保存会

三段峡 三段峡観光案内所 広島太鼓保存会

縮景園 縮景園管理事務所 広島伝統舞踊保存会

尾道寺町 尾道観光協会 尾道雅楽協会

鞆の浦 鞆の浦観光案内所 広島郷土芸能保存会

千光寺公園 尾道市観光センター 尾道郷土舞踊協会

比治山 広島比治山案内所 広島民謡保存会

候補地：鳥取県

景勝地リスト 景勝地関係者リスト（団体名） 伝統芸能等を演舞・披露し得る団体

鳥取砂丘
鳥取市、鳥取大砂丘観光協会、

麒麟のまち観光局
因幡麒麟獅子舞の会

倉吉市（県立美術館、白壁土蔵群） 中部観光推進機構、倉吉観光MICE協会 倉吉打吹太鼓振興会

大山 大山商工観光課 大山八木節笠おどり部会
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査

・付加価値が高く、伝統芸能等を実施・推進し得る景勝地を調査し、リスト化した。

候補地：島根県

候補地：山口県

景勝地リスト 景勝地関係者リスト（団体名） 伝統芸能等を演舞・披露し得る団体

出雲大社
一般社団法人出雲観光協会
出雲大社門前町観光協会

石見神楽社中連合会

松江城 一般社団法人松江観光協会 安来節保存会

足立美術館 一般社団法人安来市観光協会 隠岐国分寺蓮華会舞保存会

宍道湖 一般社団法人宍道湖・中海・大山圏域観光局 佐陀神能保存会

大根島 NPO法人大根島研究会 石央神楽社中連合会

石見銀山 一般社団法人大田市観光協会 出雲神楽保存会

稲佐の浜 一般社団法人出雲観光協会 津和野歌舞伎保存会

三瓶山 島根県立三瓶自然館 隠岐島前神楽保存会

須佐神社 一般社団法人出雲観光協会 松江市八雲楽友会（雅楽）

鷺舞神事 美保神社 石見神代神楽保存会

日御碕灯台 一般社団法人出雲観光協会 島根県民謡協会

隠岐諸島 隠岐の島町 安来節保存会

松江フォーゲルパーク 一般社団法人松江観光協会 石見大元神楽保存会

松江フォーゲルパーク 一般社団法人松江観光協会 出雲薄雲会（能楽）

石見銀山 石見神楽広域連絡協議会 石見神楽広域連絡協議会

景勝地リスト 景勝地関係者リスト（団体名） 伝統芸能等を演舞・披露し得る団体

赤間神宮 下関観光コンベンション協会 岩戸神楽舞保存顕彰会

角島大橋 西長門リゾート 湯本南条踊保存会

千畳敷 長門市観光コンベンション協会 湯本南条踊保存会

秋吉台 美祢市観光協会 山口鷺流狂言保存会

錦帯橋 岩国市観光協会 岩国南条踊保存会
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査 (鳥取県)
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査 (島根県)
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査 (岡山県)
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査 (広島県)
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査 (山口県)
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１)景勝地の事前調査
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)伝統芸能団体の事前調査
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)伝統芸能団体の事前調査
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(３)電子記事の作成
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(３)電子記事の作成
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(３)電子記事の作成
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(３)電子記事の作成
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(３)電子記事の作成
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Ⅱ 実施内容と結果

(Ⅰ)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する事前調査
(Ⅱ)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた取組
(Ⅲ)調査結果報告会の開催

「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第一回検討会 議事次第

“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する事前調査・可能性調査(実地試行)・勉強会の開催

の方向性についての検討及び、今後の観光振興推進をするための検討の場として運営。

日時：令和７年７月２３日(水) １４：００～１６：３０

場所：広島合同庁舎1号館付属棟２階 第13会議室

１．開 会

２．出席者紹介

３．中国運輸局挨拶

４．議 事
（１）本事業の方向性と中国エリアの課題について
（２）地域文化資源としての魅力と課題
（３）実地試行の実施候補地と選定方針
（４）その他

５．閉 会

【資料】
・資料１ ：事前調査資料
・資料２ ：地域文化資源の事例紹介
・資料３ ：実地試行及び勉強会の実施候補地と選定方針
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第一回検討会参加者

＜出席者＞ （順不同・敬称略）

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

有識者 株式会社OUGI 取締役 鈴木 雅己

株式会社OUGI ストーリーテラー 加藤 亜祐美

株式会社ジャーマン・インターナショ

ナル
代表取締役

ルース・マリー
・

ジャーマン

株式会社makes 代表取締役 後藤 直哉

地域

関係者

NPO法人広島神楽芸術研究所 理事 砂田 充教

株式会社ゼロワン 取締役 石井 裕一

山口鷺流狂言保存会 山口県無形文化財

保持者

米本 太郎 〇

運営

スタッフ

株式会社 JTB 広域交流事業推進

マネージャー

市川 功

株式会社 JTB岡山支店 観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 向井 祥子 〇

株式会社 JTB山口支店 観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 山本 洋介 〇

株式会社 JTB山陰支店 観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 上本 宏 〇

株式会社 JTB鳥取支店 観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 北向 健司 〇

＜事務局＞

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

事務局 中国運輸局

課長 柏木 実

主査 山崎 慎平

係員 中村 雪乃

運営
スタッフ

株式会社 JTB広島支店

営業課長 山口 啓介

観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 安藤 真雄

グループリーダー 竹村 純

ディレクター 道下 ひより

（順不同・敬称略）
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第一回検討会議事録

日時 7/23(水) 14:00～16:30
開催場所 広島合同庁舎１号館付属棟２階第13会議室
議題 ・本事業の方向性と中国エリアの課題について

・地域文化資源としての魅力と課題
・実地試行の実施候補地と選定方針

議事
(１)主な論点
◎伝統芸能の魅力と現状の制約
 中国地方には石見神楽、備中神楽、鷺流狂言、安来節、麒麟獅子舞など多様な伝統
芸能が存在し、それぞれ地域固有の歴史や生活文化と密接に結びついている。一方で、そ
の多くは祭礼中心の活動にとどまり、演者の高齢化や担い手不足、公演機会の限定といっ
た課題を抱えている。

◎景勝地との物語的な親和性の重要性
観光資源としての展開にあたっては、伝統芸能そのものの魅力に加えて、地域の景観や歴
史と融合した「ストーリー性」が重要であるという認識が共有された。神楽であれば出雲信仰
とのつながり、狂言であれば武家文化との関連性といった軸が、観光体験の付加価値となる。

◎市場特性の違いと戦略の柔軟性
広島は欧米豪FIT層が主な訪問者であり、英語対応やストーリー型演出のニーズが高い。
一方で、島根・鳥取・山口・岡山は東アジア（台湾・韓国等）依存の傾向が強く、ターゲッ
トの地域差をふまえて、あえて国籍ターゲットは限定せず「ストーリーに耐える地域」を優先す
る方針が確認された。

◎観光商品化における実現性の条件
実地試行の候補地を選定するにあたっては、演出性や演者体制に加えて、夜間の実施可
否・移動手段（二次交通）・価格設定・多言語対応といった観光商品の前提条件の有
無も重要な判断軸となる。

◎「１日鑑賞型」と「滞在型体験型」の２層構造
地域の受入体制や演者の負担や都合を踏まえ、今年度はまず「1日鑑賞型」の構築に焦
点を当て、将来的に「滞在体験型」へと発展可能なモデルとする段階的アプローチを検討し
た。

(２)課題とアプローチ方針
課題①：伝統芸能の観光資源化の難しさ
→地域主体と連携し、無理のない公演モデルをベースとする。

課題②：ターゲット層の多様性と訴求軸の分散
→国籍別の戦略を取らず、地域固有の物語性や文化的価値を軸に展開する。

課題③：演出・体制・収益化の三十構造の未整備
→地域関係者・演者・観光事業者による共創体制を構築し、将来的なモデル定着を見

据える。

課題➃：広域性と他地域展開の可能性
→広島を核とした連携可能性を活かし、他地域との文化圏形成を志向する。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 別紙資料１
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 別紙資料１
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 別紙資料１
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 OUGI資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 OUGI資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 別紙資料２
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第一回検討会 別紙資料２
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第二回検討会 議事次第

日時：令和７年１１月２６日(水) １３：３０～１７：３０

場所：広島合同庁舎4号館3階 災害対策室

１．開 会

２．出席者紹介

３．中国運輸局挨拶

４．議 事
（１）本事業の進捗について
（２）実施試行に向けて
（３）自走化に向けて
（４）その他

５．閉 会

【資料】
・資料１ ：本資料

第一回検討会 議事次第

“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する事前調査・可能性調査(実地試行)・勉強会の開催

の方向性についての検討及び、今後の観光振興推進をするための検討の場として運営。

令和7年度 訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業（実証事業）

「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第二回検討会 参加者

令和７年度 訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業（実証事業）

「中国地方の”景勝地×伝統芸能・民俗芸能“推進事業」 出席者名簿

日時：令和７年１１月２６日(水)

１３：３０～１７：３０

場所：広島合同庁舎４号館３階 災害対策室

＜出席者＞ （順不同・敬称略）

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

有識者 株式会社 OUGI 取締役 鈴木 雅己 〇

株式会社 OUGI ストーリーテラー 加藤 亜祐美 〇

株式会社ジャーマン・インターナショナル
代表取締役

ルース・マリー・

ジャーマン

〇

株式会社 makes 代表取締役 後藤 直哉 〇

運営

スタッフ

株式会社 JTB 広域交流事業推進

マネージャー

市川 功 〇

株式会社 JTB 山口支店 観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 山本 洋介 〇

＜事務局＞

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

事務局
中国運輸局

課長 柏木 実

主査 山崎 慎平

係員 中村 雪乃

運営
スタッフ 株式会社 JTB 広島支店

営業課長 山口 啓介

観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 安藤 真雄

グループリーダー 竹村 純

ディレクター 道下 ひより 〇

ディレクター 武本 苑子 〇

ディレクター 井口 雄斗

（順不同・敬称略）
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第二回検討会 議事録

日時 11/26(水) 13:30～17:30
開催場所 広島合同庁舎４号館３階災害対策室
議題 ・本事業の進捗について

・実地試行に向けて
・自走化に向けて

議事 (１)主な論点
➀本事業の進捗について
◎景勝地と伝統芸能の組み合わせの可能性:
山口市の鷺流狂言と北広島町の芸北神楽を題材に旅行商品を造成・販売する上で、解
決すべき課題や整理すべきポイントについて議論を行った。
◎実地試行の振り返り:
10月に実施された実地試行（北広島町の芸北神楽、山口市の鷺流狂言）の様子と、有
識者からの意見を共有。
◎北広島町: 神楽が生活に根付いていること、金棒作り体験や地元の人々との交流の可
能性、本物志向の文化であることなどが評価された。
◎山口市: 言葉が分からなくても楽しめる狂言の魅力、演者との距離の近さ、街歩きとの組
み合わせの面白さなどが評価された。
課題: 価格設定、受け入れ頻度、人材育成、通訳の確保などが挙げられた。

➁実地試行に向けて（第2回）
◎北広島町（芸北神楽）:
・テーマ(仮): 「神楽と生きる街、神々の芸能が暮らしに息づく場所で文化の交差点をめぐ
る」
・狙い: 神楽を見るだけでなく、地域の文化や歴史を体験できる旅にする。
・行程案: 壬生城でのガイダンス、箱寿司での昼食、民族芸能保存伝承館での見学、有
田八幡神社での参拝、夜の神楽鑑賞、ミニチュア面作成体験など。
・論点: 演目の選定（儀式舞、八岐大蛇など）、食事メニュー（おにぎり、昼食(箱寿司)、
団長のお店）、宿泊施設、ガイドの役割と確保、雪への対策など。

◎山口市（鷺流狂言）:
・テーマ(仮): 「600年以上続く狂言、あなたの旅を即興狂言で描く」
・狙い: 狂言を鑑賞するだけでなく、自身の旅が物語になる体験を提供する。
・行程案: 昼食(瓦そば)、洞春寺での狂言解説と見学、演者との街歩き（一の坂川、龍
福寺）、ふるさと伝承総合センターでの滞在、イタリア食堂ベケでの夕食、湯田温泉での宿
泊、洞春寺での装束体験と狂言体験など。
・論点: 狂言の演目（鬼瓦）、導入部分の90分の使い方、演者への依存度、ガイドの役
割と確保など。

➂自走化に向けて
◎成果報告会の目的: 地域のプレイヤーとのコミュニケーションの重要性、広島をハブとした
ショートトリップの可能性、商品プロダクト自体の魅力などを伝える。
◎今後の展望:
・横展開: 他地域への展開を視野に入れ、地域理解の重要性、信頼関係の構築、持続
的な改善と受け入れ体制整備が必要。
・連泊滞在: 1泊2日だけでなく、2泊3日、3泊4日といった連泊でのブラッシュアップの可能
性。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第二回検討会 議事録

日時 11/26(水) 13:30～17:30
開催場所 広島合同庁舎４号館３階災害対策室
議題 ・本事業の進捗について

・実地試行に向けて
・自走化に向けて

議事 ◎地域での自走化: 地域に熱意ある人がいること、誰も無理をしない仕組みづくり、行政の
協力、経済貢献度への意識などが重要。
◎ガイド: 多言語対応、ストーリーテリング能力の重要性、地域外からのガイド活用も視野に
入れる。
◎ターゲット層: ライト層からヘビー層まで、多様なニーズに対応できる商品設計。
・販売戦略: FITだけでなく、現地の旅行会社との連携（B to B）も重要。

(２)課題とアプローチ方針
◎課題：価格設定、受け入れ頻度、人材育成、通訳の確保：商品化に向けた具体的な
課題。
◎演者への依存度：山口の鷺流狂言ツアーにおいて、米本氏個人の魅力に大きく依存し
ている点。
◎地域住民の巻き込み方：特に山口市において、演者以外の地域住民をどのようにツアー
に組み込むか。
◎多言語ガイドの確保と育成：ストーリーテリングができる多言語ガイドの不足。
◎持続可能性：関係者が無理なく継続できる仕組みづくり。
◎雪への対策：1月、2月の北広島町での雪への対応。

◎アプローチ方針
◎地域との密な連携と信頼関係の構築：
北広島町、山口市ともに、地域が大切にするものを理解し、伝統芸能関係者、地域住民、
行政との対話を継続する。
・特に、演者や神楽団長が無理なく協力できるスケジュールや内容を調整し、長期的な関係
を築く。
・「本物」体験の深化：伝統芸能の背景にある歴史、文化、精神性を深く掘り下げ、単なる
鑑賞に留まらない体験を提供する。壬生城でのガイダンスや、狂言の導入部分90分間を効
果的に活用し、参加者の没入感を高める。
・多様なニーズへの対応と商品設計：
ライト層からヘビー層まで、様々な旅行者のニーズに対応できるよう、体験内容の選択肢
（見るだけ、一部体験、フル体験など）を検討する。
1泊2日を基本としつつ、2泊3日、3泊4日といった連泊プランの可能性も探る。

◎効果的なガイド体制の構築：
多言語対応可能なガイドの確保・育成を進める。地域外からのガイド活用や、インカムなどの
ツールの導入も検討する。ガイドには単なる通訳だけでなく、ストーリーテリング能力を重視し、
地域への愛着を伝えられる人材を育成する。
・販売戦略の検討：B to B（現地の旅行会社との連携）を先行させ、オプションツアーとし
ての組み込みを促進する。定期的な開催日を設定し、旅行会社が商品として扱いやすいよ
うにする。

◎経済効果と地域貢献の明確化：伝統芸能の保全や地域経済への貢献といった側面を
明確に打ち出し、行政や地域住民の理解と協力を得る。
観光消費額の増加だけでなく、地域住民のシビックプライド向上や新たな雇用の創出といった
波及効果も伝えていく。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料



48

48
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第二回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第三回検討会 議事次第

日時：令和８年２月６日(金) １３：３０～１５：３０

場所：広島合同庁舎４号館5階 聴聞室

１．開 会

２．出席者紹介

３．中国運輸局挨拶

４．議 事
（１）第二回実施試行の報告について
（２）最終報告会について
（３）その他

５．閉 会

【資料】
・資料１ ：本資料
・資料2 ：第２回実施試行アンケート結果
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第三回検討会 参加者

令和７年度 訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業（実証事業）

「中国地方の”景勝地×伝統芸能・民俗芸能“推進事業」 出席者名簿

日時：令和８年２月６日(金)

１３：３０～１５：３０

場所：広島合同庁舎５階 聴聞室

＜出席者＞ （順不同・敬称略）

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

有識者 株式会社 OUGI 取締役 鈴木 雅己 〇

株式会社 OUGI ストーリーテラー 加藤 亜祐美 〇

株式会社ジャーマン・インターナショナル
代表取締役

ルース・マリー・

ジャーマン

〇

株式会社 makes 代表取締役 後藤 直哉 〇

＜事務局＞

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

事務局
中国運輸局

課長 柏木 実

主査 山崎 慎平

係員 中村 雪乃

運営
スタッフ 株式会社 JTB 広島支店

営業課長 山口 啓介

観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 安藤 真雄

営業開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 鳥居 丈人

グループリーダー 竹村 純

ディレクター 道下 ひより

ディレクター 武本 苑子 〇

株式会社 JTB 山口支店 観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 山本 洋介 〇
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第三回検討会 議事録

日時 2/6(金) 13:30～15:30
開催場所 広島合同庁舎4号館5階聴聞室
議題 ・第二回実地試行について

・最終成果報告会について
議事 (１)主な論点

➀第二回実地試行の報告について
◎ガイドの役割と必要性:
・英語を話せる担当者の常時同行、旅程管理と気配りのできる添乗員が必要。
・北広島町の魅力や情熱を精神ごと伝えられる通訳ガイドが不可欠。
・文化的背景のない人向けには、事前のブリーフィングが必要。
・外国籍またはネイティブレベルの英語力と神楽への深い理解を持つガイドが望ましい。
・旅行会社が懸念するアマチュアガイドによるトラブルを避けるため、既存ガイドの育成や研修
が重要。
・旅のスタート地点は広島駅とし、そこからガイドがアテンドすることでワクワク感を醸成できるの
はないだろうか。

◎価格設定:
・島根県や温泉宿と組み合わせれば20万円でも成立するとの意見がある一方、食事内容や
会場が価格に見合わないとの指摘もある。
・ターゲット層（高単価旅行者）を考慮し、15万円～20万円程度の価格設定が適切。

◎スケジュール:
・ツアー冒頭でのワクワク感の醸成、広島駅からのバス移動中にツアー概要を話すなどの工夫
が必要。
・夏と冬で配慮が異なるため、季節に応じた設計が必要。

◎食事: 
・ビーガン・アレルギー対応の事前確認が必須。
・ストーリー性のある食事（おにぎりなど）は良いが、提供方法や背景説明を工夫する必要
がある。
・夕食の交流会はセットメニューではなく、居酒屋での注文形式の方が良いという意見あり。
・日本酒やワインなど、素敵なグラスでの提供が望ましい。
・北広島町のラーメン店でのビーガンラーメン提供の可能性。

◎宿泊:
・夜遅くまで神楽鑑賞があるため、移動時間が短い宿泊施設が望ましい（30分以内が理
想）。
・ハード面を改装出来ない場合は、ホテルのスタッフへの研修や、部屋の利用方法（布団の
活用、暖房の入れ方など）の丁寧な説明で改善が可能。
・北広島町では、グランピング施設のような、夜の交流ができる場所も候補。
・宿泊施設は「地元っぽい」か「高級」かのどちらかに振り切るべき。
・ナイトアクティビティとして販売する場合、鑑賞後にビールを飲んだり感想を語り合ったりする交
流スペースがあると良いのではないか。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第三回検討会 議事録

議事 ◎商品としての核（北広島町）:
・神楽、山、生活など要素が散りばめられており、何を軸にするか明確化が必要。
・神楽団との交流が核である。
・ナイトタイムエコノミーに特化した「スーパーナイトコンテンツ」としての売り出しも有効。
・カルチャーを軸にした「ファミリー向け」と、ナイトアクティビティを軸にした「日本男児ツアー」のよ
うな二極化も検討。

◎商品としての核（山口市）:
・演者から直接学べる体験が核。
・演者をスターとして演出し、プロモーションを強化すべき。
・演者のサポーター（ヘルパー）を配置し、ツアーの質を高める。
・狂言と街の歴史・文化とのつながりをストーリーとして伝える。
・受け入れ人数:
・街歩きは、一体感を保つため少人数（5人程度）にグループ分けし、フレキシブルな対応が
必要。
・食事会場のキャパシティやオペレーションの負荷も考慮し、最適な人数を検討。
・経済合理性を考えると、少人数で高単価（15万～20万円）を目指す。

➁最終成果報告会について
◎販路と連携先:
・ターゲットは欧米豪の高単価旅行者とし、広島をハブとしたカセット販売を検討。
・初期段階では、海外旅行会社によるBtoB販売が主となるので、日本在住のランドオペレー
ターや公的機関（観光協会など）と連携してオペレーション設計していくことが良い。
・将来的にはOTAなど個人向け販売も視野に入れる。

◎プロモーション:
・行政の力を借り、中国地方全体の伝統芸能を軸とした大規模なPRを展開する。
・演者をスターとして売り出し、演者の魅力を前面に出す。

◎自走化と横展開:
・地域プレイヤーとのコミュニケーション、本物志向、地域を深掘りする姿勢が重要。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(１) “景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた検討会の開催

第三回検討会 議事録

議事 (２)課題とアプローチ方針
◎課題
・ガイドの質と量: 伝統芸能への深い理解と多言語対応、ストーリーテリング能力を兼ね備え
たガイドの不足。
・宿泊施設の魅力向上: 既存宿泊施設のサービスや設備に対する改善、高単価旅行者向
けの魅力的な宿泊施設の選択肢の少なさ。
・食事の対応力: ビーガン・アレルギー対応、ストーリー性のあるメニュー提供、地域が無理なく
提供できる体制の構築。
・ツアーの核の明確化:ツアーの魅力を明確に打ち出すための「核」の特定と、それに基づいた
ストーリーの構築。
・受け入れ体制の整備: 最適な人数規模でのツアー運営、オペレーションの効率化、緊急時
の対応策。

◎アプローチ方針
・ガイドの育成と活用:
・広島を拠点に活動するガイドに、神楽や狂言の歴史・文化に関する研修を実施し、専門性
を高める。
・外国籍またはネイティブレベルの英語力を持ち、伝統芸能に情熱を持つ人材を積極的に採
用・育成する。
・広島駅を旅のスタート地点とし、移動中に映像やガイドによるブリーフィングでワクワク感を醸
成する。

・宿泊施設の改善と多様化:
・既存宿泊施設（広島北ホテルなど）に対して、サービス向上や設備改善に関する研修・ア
ドバイスを実施する。
・高単価旅行者向けに、グランピング施設や高級旅館の活用を検討し、宿泊体験自体を魅
力的なものにする。
・鑑賞後の交流スペースを設け、ツアーの満足度を高める。

・食事のストーリー性と柔軟性:
・ビーガン・アレルギー対応は必須とし、必要に応じてビーガンラーメンなどの代替メニューを開
発・導入する。
・食事の場所やメニューにストーリー性を持たせ、地域の文化や歴史とのつながりを強調する
（例：おにぎりの由来説明）。
・夕食は、交流を重視する。

◎ツアーの核の明確化と演出:
・北広島町は「ナイトタイムエコノミー」や「ファミリー向け文化体験」など、ターゲットに応じた核を
明確にする。
・ツアー全体を通じて、演者や神楽団長との交流、地域住民との触れ合いを重視する。

・ストーリーブックは、情報提供だけでなく、体験者の感情に寄り添い、旅の発見を促すツール
として改善する。
・成功事例を「パターン化」し、チェックリストやガイドラインとして他地域に提供することで、横展
開を促進する。
・地域が主体的に事業を継続できるよう、無理のない持続可能な仕組みづくりを支援する。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第三回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第三回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第三回検討会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

日時：令和７年９月４日（木） １４：００～１７：００

場所：北広島町 小石原農園

１．開 会

２．中国運輸局挨拶

３．参加者紹介

４．議 事

（１）本事業の方向性と中国エリアの課題について
（２）地域の課題(伝統芸能・民俗芸能の取組)について
（３）他地域の事例について
（４）今後の方向性について

５．閉 会

【資料】

・資料１：全体概要資料
・資料２：他地域の事例について
・資料３：今後の方向性について

第１回勉強会 実証エリア①北広島町 議事次第
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

令和７年度 訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業（実証事業）

「中国地方の”景勝地×伝統芸能・民俗芸能“推進事業」 出席者名簿

日時：令和７年９月０４日(木)

１４：００～１７：００

場所：北広島町 小石原農園

＜出席者＞ （順不同・敬称略）

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

北広島

関係者

東山神楽団 田辺 康行

北広島町役場 反田 賢太郎

有限会社大朝交通 代表取締役 堀田 高広

小石原農園 三須 敏幸

NPO神楽芸術研究所 事務局次長 湧田 裕樹

有識者 株式会社OUGI 取締役 鈴木 雅己

株式会社OUGI ストーリーテラー 加藤 亜祐美

株式会社makes 代表取締役 後藤 直哉

講師 FeELプロダクトカンパニー 神楽師 小野 辰浩

＜事務局＞

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

事務局
中国運輸局

課長 柏木 実

主査 山崎 慎平

係員 中村 雪乃

運営
スタッフ 株式会社 JTB広島支店

営業課長 山口 啓介

観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 安藤 真雄

グループリーダー 竹村 純

（順不同・敬称略）
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

第一回勉強会 議事録 (北広島町)

日時 9/4(木) 14:00～17:00
開催場所 北広島町 小石原農園
議題 ・本事業の方向性と中国エリアの課題について

・地域の課題(伝統芸能・民俗芸能の取組)について
・他地域の事例について

議事 (１)主な論点
◎中国地方における観光客の流入同行説明:
事務局より課題、伝統芸能の課題や活用方、持続可能性を説明した。

◎意見：伝統芸能を継承する団体の課題は多岐に渡るが、その課題の捉え方は伝統芸
能を継承している者でなければ分からないことが多い。

◎麻生神楽 小野様の発表：
・麻生神楽体験プログラムは、２０２０年のコロナによる活動自粛の期間に神楽保存会が
自ら導き出した新たな活動として造成に取り組んだ。
・北広島町では神楽を舞う機会が多く活動も活発であり、宇佐市の神楽保存会が持つ課
題とは異なっている。
・広島県北部については、中国山地を挟んで北には島根県を置くため、石見神楽の影響が
強いと見える。実際に県北部で活動する神楽団体数は、北広島だけで６０団体あり、伝
統芸能が地域の文化や風俗に完全に溶け込んでいると思われる。

◎伝統芸能継承に向けて：
・2040年に神楽が地域コミュニティーとして共存していけるか。神楽を地域伝統芸能として後
世に残していけるか。その目標に対しては、下記の８つの取組が考えられる。
➀地域資源を観光素材として活用
➁鑑賞型ではなく、体験型とするための地域の協力体制
➂伝統芸能の簡素化を避けるための計画
➃インストラクターの稽古
⑤周遊ガイドとの連携
➅宿泊場所、食事場所の協力
➆言語問題の解消
➇体験観光の販売協力旅行会社との連携

◎その他主な意見と対応
・景勝地は、映える場所ではなく、神楽と物語的・信仰的につながる場所であるべき：神楽
の演目や神話との意味的接続性がない観光地にはふさわしくない。
・滞在型(2泊3日)の行程が理想：資料館、神社、奉納神楽、地域の人との交流を含め
た学びと共感の構成が必要。
・実際の奉納神楽に訪日客を参加させることへの配慮：観光客ではなく、「共に祈る・敬う」
立場としての体験設計が重要。

/6(金) 13:30～17:30
5階聴聞室

第二回実地試行について
最終成果報告会について
１)主な論点
第二回実地試行の報告について
ガイドの役割と必要性:

英語を話せる担当者の常時同行、旅程管理と気配りのできる添乗員が必要。
北広島町の魅力や情熱を精神ごと伝えられる通訳ガイドが不可欠。
文化的背景のない人向けには、事前のブリーフィングが必要。
外国籍またはネイティブレベルの英語力と神楽への深い理解を持つガイドが望ましい。
旅行会社が懸念するアマチュアガイドによるトラブルを避けるため、

。
旅のスタート地点は広島駅とし、

。

価格設定:
島根県や温泉宿と組み合わせれば20万円でも成立するとの意見がある一方、

。
ターゲット層（高単価旅行者）を考慮し、15万円～20万円程度の価格設定が適切。

スケジュール:
ツアー冒頭でのワクワク感の醸成、

。
夏と冬で配慮が異なるため、季節に応じた設計が必要。

食事: 
ビーガン・アレルギー対応の事前確認が必須。
ストーリー性のある食事（おにぎりなど）は良いが、

。
夕食の交流会はセットメニューではなく、居酒屋での注文形式の方が良いという意見あり。
日本酒やワインなど、素敵なグラスでの提供が望ましい。
北広島町のラーメン店でのヴィーガンラーメン提供の可能性。

宿泊:
夜遅くまで神楽鑑賞があるため、移動時間が短い宿泊施設が望ましい（30
）。

ハード面を改装出来ない場合は、ホテルのスタッフへの研修や、部屋の利用方法（
、暖房の入れ方など）の丁寧な説明で改善が可能。

北広島町では、グランピング施設のような、夜の交流ができる場所も候補。
宿泊施設は「地元っぽい」か「高級」かのどちらかに振り切るべき。
ナイトアクティビティとして販売する場合、

。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

議事 (２)課題とアプローチ方針
課題①：景勝地の選定方針
→神楽演目や伝承にゆかりのある地に明確化する。
課題②：文脈の理解を促進する構成
→行程初日に、北広島町を知る機会を配置し、文脈の理解を促進する構成にしていく。
課題③：鑑賞者のマナー
鑑賞者のマナー、撮影制限などについては、事前オリエンテーションで徹底周知していく。

◎今後のアプローチについて：
・「自然の恵み」とされる北広島町に包括される、本来の神事としての神楽を活用した文化
観光コンテンツを創出していく。
・北広島町にまつわる信仰、神話、自然といった文脈を重視し、地域の精神性・象徴性を体
験化することを目的とする。

◎今後の検証ポイント
・神楽演目がインバウンド向けに受容されるか。
・演目の背景説明やストーリーテリングの工夫によって文化的理解と没入感が高まるか。
・「神楽×景勝地×地域交流」の３点を結ぶ観光消費の創出効果があるか。

◎ターゲット：
・欧米豪の訪日ＦＩＴ層(文化理解への意欲が高い層／日本の精神文化に関心がある
層)
・少人数で深い文化体験を求める個人または２人組
◎実地試行構成：
・第一回：関係者向け。演出、時間配分、案内導線、演者体制の確認
・第二回：訪日外国人向け。文化理解度、ＵＸ、写真映え、拡散性などの定性、定量評
価

◎検討事項：
・販売価格、行程内容、演者側との調整、神楽と景勝地の「意味的連携」の構築(物語設
計)、二次交通・宿泊・通訳ガイドの手配等。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

日時：令和７年９月５日（金）１0：００～１3：００

場所：山口県 洞春寺

１．開 会

２．中国運輸局挨拶

３．参加者紹介

４．議 事

（１）本事業の方向性と中国エリアの課題について
（２）地域の課題(伝統芸能・民俗芸能の取組)について
（３）他地域の事例について
（４）今後の方向性について

５．閉 会

【資料】

・資料１：全体概要資料
・資料２：他地域の事例について
・資料３：今後の方向性について

第１回勉強会 実証エリア②山口市 議事次第
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

令和７年度 訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業（実証事業）

「中国地方の”景勝地×伝統芸能・民俗芸能“推進事業」 出席者名簿

日時：令和７年９月０５日(金)

１０：００～１３：００

場所：山口県 洞春寺

＜出席者＞ （順不同・敬称略）

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

山口

関係者

山口鷺流狂言保存会 山口県無形文化財

保持者

米本 太郎

株式会社インターン 代表取締役 岡藤 凛太郎

山口県観光スポーツ文化部 調整監 山本 康弘

山口観光コンベンション協会 専務理事 眞田 直也

美祢市観光協会 事務局長 藤里 佳久 〇

美祢市観光協会 平岩 和也 〇

有識者 株式会社OUGI 取締役 鈴木 雅己

株式会社OUGI ストーリーテラー 加藤 亜祐美

株式会社makes 代表取締役 後藤 直哉

講師 FeELプロダクトカンパニー 神楽師 小野 辰浩

＜事務局＞

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

事務局
中国運輸局

課長 柏木 実

主査 山崎 慎平

係員 中村 雪乃

運営
スタッフ 株式会社 JTB広島支店

営業課長 山口 啓介

観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 安藤 真雄

グループリーダー 竹村 純

（順不同・敬称略）
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

第一回勉強会 議事録 (山口市)

日時 9/5(金) 10:00～13:00
開催場所 山口県 洞春寺
議題 ・本事業の方向性と中国エリアの課題について

・地域の課題(伝統芸能・民俗芸能の取組)について
・他地域の事例について

議事 (１)主な論点
◎中国地方の課題：
全国と比較して延べ宿泊者数、外国人宿泊者数、旅行消費単価が低い。特に外国人宿
泊者数は全国の1.8%に留まり、広島県への集中（70%）が見られる。
◎伝統芸能の活用:
観光消費額向上の具体策として、伝統芸能を活かした特別体験やナイトコンテンツの造成・
販売が考えられる。
◎伝統芸能側の課題：
演者（舞手、奏者）の多くが本業を持つ地域住民であるため、定期公演や出張公演に制
約がある。また、宿泊施設や地域の受け入れ体制が不十分である。
◎景勝地側の課題:
景勝地は通常営業との兼ね合いや、保護と活用とのバランス、電源設備、スペースの制約、
許認可の問題など、イベント開催における課題が多い。
◎インバウンド誘致のターゲット:
広島県に多く訪れる欧米豪の富裕層（小グループ）をターゲットとし、日本の精神文化に
触れる深い体験を提供することが重要視されている。
◎コンテンツのストーリー性:
景勝地と伝統芸能を組み合わせる際に、なぜその場所でその伝統芸能を行うのかというス
トーリー性が不可欠である。
◎伝統芸能の持続可能性:
担い手不足、資金不足が深刻であり、これを解決するためにも、伝統芸能が収益を上げら
れる仕組みを構築する必要がある。
◎価格設定の重要性:
安価な提供では持続性がなく、適正な価格設定とそれに見合う価値の提供が求められる。
◎地域連携の可能性:
山口市だけでなく、周辺の美祢市などと連携し、広域での観光を推進することで、観光客の
滞在期間延長や消費額増加を目指せる。

 (2) 課題とアプローチ方針
課題１：観光消費額の低迷
特に中国地方全体の外国人宿泊者数と旅行消費単価が全国平均を下回っている。
課題2：伝統芸能の制約と持続可能性:
演者の本業との兼ね合い、後継者不足、資金不足、イベント化への抵抗感（奉納の儀式
としての意識）など。
課題3. 景勝地の活用制約:
通常営業との兼ね合い、保護と活用とのバランス、物理的な制約（スペース、電源など）、
許認可の煩雑さ。
課題4. コンテンツのストーリー性不足:
景勝地と伝統芸能を単に組み合わせるだけでは、観光客に響く魅力的な体験を提供できな
い。
課題5.二次交通の課題:
宿泊地から景勝地・体験場所への移動手段の確保が難しい。
課題6. 価格設定と価値提供:
伝統芸能の価値を適切に価格に反映させ、観光客に満足度の高い体験を提供できていな
い。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

第一回勉強会 議事録 (山口市)

議事 ◎アプローチ方針
➀ターゲット層の明確化と深い体験の提供:
・広島県を訪れる欧米豪の富裕層（5～10人程度の小グループ）を主要ターゲットとする。
・日本の精神文化や地域文化に深く触れる「ディープカルチャー体験」を提供し、高単価・長期
滞在を促す。
・単なる鑑賞だけでなく、伝統芸能の「習得体験」や地域住民との交流を重視する（例：大分
の神楽体験）。

➁景勝地と伝統芸能のストーリー構築:
・景勝地で伝統芸能を行う「必然性」をストーリーとして作り込む。単に場所が珍しいだけでなく、
歴史的背景や文化的なつながりを説明できるようにする。
・狂言のように場所を選ばない特性を持つ伝統芸能の場合、景勝地を巡る旅の途中で体験し、
最終的にその体験を狂言で発表する、といったストーリー性を持たせる。
・特定の景勝地に限定せず、地域全体で伝統芸能と関連する場所を巡るコース設定も検討す
る。

➂伝統芸能の持続可能なビジネスモデル構築:
・伝統芸能が収益を上げられるように、旅行商品として適正な価格設定を行う。旅行会社が販
売する際に、伝統芸能の費用をグロスに含めることで、価値を下げずに提供する。
・演者が本業を持つことを踏まえ、夜間や週末の開催、短期間での習得プログラムなど、柔軟な
実施形態を検討する。
・通訳案内士との連携により、多言語での解説や交流を促進し、体験価値を高める。

➃地域連携と広域観光の推進:
・山口市だけでなく、美祢市など周辺自治体と連携し、広域での周遊ルートやコンテンツを開発
する。
・各地域の強み（山口市の宿泊施設、美祢市の景勝地など）を活かし、相互補完的な関係
を築く。
・DC（デスティネーションキャンペーン）の機会を捉え、国内外へのプロモーションを強化する。

⑤多角的な視点でのコンテンツ開発:
・伝統芸能を「古典」としてだけでなく、「現代に生きる芸能」として捉え、現代的な解釈や新しい
表現方法も検討する（例：アニメの原点としての狂言、即興劇としての狂言）。
・日本人には当たり前の文化や習慣（箸の置き方、神社での拍手など）を丁寧に解説し、外
国人観光客の「なぜ？」に応えることで、体験の深みを増す。
・SNSでの発信を意識した、話題性のある体験プログラムを造成する。

これらのアプローチを通じて、中国地方の観光消費額向上と伝統芸能の持続的な発展を目指
す。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 資料２
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 資料２
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 資料３
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 資料３
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 資料３



77

77
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 資料３
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 資料３
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第１回勉強会 資料３
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

日時：令和７年１２月２５日（木）１４：００～１５：３０

場所：オンライン

１．開 会

２．議 事

（１）実施してきた取組について
（２）第二回実地試行について
（３）持続的な展開に向けて

３．閉 会

【資料】

・資料１：本資料

第２回勉強会 実証エリア①北広島町 議事次第
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

第二回勉強会 議事録 (北広島町)

日時 12/25(木) 14:00-15:30
開催場所 ラーメン辰盛 (ハイブリッド)
議題 ・実施してきた取組について

・第二回実地試行について
・持続的な展開に向けて

議事 (１)主な論点
◎実施してきた内容について振り返り
◎第二回実地試行について
➀壬生城跡
・積雪が心配。氷点下－４℃になる場合もある。お客様の安全を第一に考えて実施する。
代案も検討しておく必要有り。壬生城跡が難しい場合は、パネルで説明し、すぐに民俗資料
館のご案内が最適。１週間前の天気予報で判断する。

②ランチ案
・五穀豊穣(稲作文化)を伝えていく。
・注意点はビーガンやベジタリアン対応をどう行うか。
お米やおにぎりは文化を伝えやすいが、屋外でのおにぎりは寒い。郷土料理を提供される
方々を今後巻き込んでいけると良い。アレンジが可能だとさらに良い。

③コンテンツタイトル：伝えたいことは、伝統文化のまちであること。生活の一部になっているこ
と。文化の交差点という単語は良い。

④ガイド：町内に、英語ガイドはいるが、宗教上、神楽ガイドが出来ない。別途調整する必
要がある。

⑤お土産：道の駅舞ロードIC千代田で設定するのが良い。

➅ストーリーブック：広島の来訪者はインテリジェンスな方が多い傾向がある。事前にあらすじ
を渡した方がよい。

➆今回の入口(元々の考え方)の確認
・有田神楽団の存続(フィーが落ちることで、伝統芸能を維持していくことが大切)
・壬生城も利用料が入って、維持管理費を捻出できるか？がポイント。その伝え方が重要。
・普段の生活をみてもらいたい。ライフスタイルを知っていただきたい。

➇神楽体験場所
・冬の暖房設備はあるか？リバーシブルで鑑賞できる作りになっている。屋内にストーブもあり。

➈地域の人の巻き込み方
・お金を稼ぐことの出来るガイドや交通事業者なども巻き込みたい。いずれ価値観が一緒の
人たちとやっていくことが必要。少しずつ拡大していく。

以上の内容を踏まえ、実地試行の準備を行う。
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82
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

日時：令和７年１２月２３日（火）１３：００～１４：0０

場所：オンライン

１．開 会

２．議 事

（１）実施してきた取組について
（２）第二回実地試行について
（３）持続的な展開に向けて

３．閉 会

【資料】

・資料１：本資料

第２回勉強会 実証エリア②山口市 議事次第
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

第二回勉強会 議事録 (山口市)

日時 12/23(火) 13:00-14:00
開催場所 オンライン (山口市)
議題 ・実施してきた取組について

・第二回実地試行について
・持続的な展開に向けて

議事 (１)主な論点
◎モニターツアーの詳細調整:
1月22日・23日に予定されているモニターツアーの行程（時間配分、宿泊施設、食事アレル
ギー・ビーガン対応）、最終日の解散場所（瑠璃光寺五重塔での自由見学）などを検討

◎参加人数の想定とキャパシティ:演者への負担、街歩きの妨げにならないか、食事のキャパシ
ティなどを考慮し、5人以上20人程度の人数感を想定。

◎持続可能な事業運営:演者への依存度軽減:演者個人の負担軽減と、演者が不在でもツ
アーが実施できる体制の構築。街歩きガイドなど地域の人材活用を検討。
・地域との連携: 山口市国際交流関係、コンベンション協会、地域の旅行会社、街歩きガイド
など、多様な関係者を巻き込むことの重要性。

◎継続的な実施頻度:毎月ではなく、2～3ヶ月に1回、または四半期に1回程度の実施頻度
が現実的かつ希少性を高める上で望ましい。

◎収益性:費用感や利益構造、コスト分解、オペレーション、営業戦略など、持続的な販売を
見据えた検討が必要。
◎タイトル設定:海外の人が理解しやすく、親しみやすいライトなタイトルを検討

◎配布資料:ツアー中にパラパラと読めるような、要点を絞った分かりやすい「しおり」や「ストー
リーブック」の必要性。狂言鑑賞のポイントや山口の歴史・文化とのつながりを盛り込むと良い。
◎アンケート:参加者の具体的な感想やニーズを把握するため、定性的なコメントを重視したア
ンケート設計が良い。
◎悪天候時の対応:雪や雨の場合の街歩きルート短縮や、バスでの移動など、柔軟な対応策
を検討。

 (2) 課題とアプローチ方針
課題1：モニターツアーの実施詳細の詰め:1月モニターツアーの具体的な行程や、参加者の受
け入れ体制（食事、防寒、移動など）を細部まで調整する必要がある。
課題2. 演者への依存度が高い:ツアーの魅力が演者個人に大きく依存しており、持続的な事
業展開にはこの依存度を解消する必要がある。
課題3. 地域連携の不足:ツアー運営に関わる地域内の多様なステークホルダー（行政、
DMO、地元事業者、ガイドなど）との連携がまだ不十分。
課題4.持続的な実施体制の構築:演者の多忙なスケジュールや、狂言保存会の年間活動を
考慮すると、継続的なツアー実施の頻度や体制を確立することが難しい。
課題5. 収益性のあるビジネスモデルの確立:モニターツアーから実販売へ移行するにあたり、適
切な価格設定、販売戦略、コスト構造の明確化が課題。
課題6.効果的な情報発信とプロモーション:ターゲット層に響くタイトルや配布資料、広報戦略
が未確立。
課題7.悪天候時のリスク管理:特に冬場の積雪など、悪天候時のツアー運営に関する具体的
な対応策が必要。無理のない実施頻度（例：四半期に1回）を設定し、希少性を高める。

以上の課題にアプローチしていくこととする。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(２)実地試行実施に向けた勉強会の開催

＜出席者＞ （順不同・敬称略）

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

北広島

関係者

有田神楽団 団長 立盛 翔太 〇

東山神楽団 田辺 康行 〇

＜事務局＞

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

事務局
中国運輸局

課長 柏木 実 〇

主査 山崎 慎平 〇

係員 中村 雪乃 〇

運営スタッフ株式会社JTB広島支店
観光開発ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 安藤 真雄 〇

（順不同・敬称略）

＜出席者＞ （順不同・敬称略）

区分 企業・団体名 職 名 等 氏 名 ｵﾝﾗｲﾝ

山口

関係者

山口鷺流狂言保存会 山口県無形文化財

保持者

米本 太郎 〇

有識者 株式会社OUGI 取締役 鈴木 雅己 〇

株式会社OUGI ストーリーテラー 加藤 亜祐美 〇

実証エリア①

実証エリア②
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第２回勉強会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第２回勉強会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第２回勉強会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第２回勉強会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第２回勉強会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第２回勉強会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

第２回勉強会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第１回

エリア① 北広島町 開催日:10月18日(土)～19日(日)

日程表を貼り付け

https://jtbcorp.box.com/s/7hv1rw68hpdctjk0h
p8ta2yfachc3b5o

ご旅程表
観光庁長官登録旅行業 第 64 号

(一社)日本旅行業協会正会員

株式会社 JTB

〒730-0031 広島県広島市中区紙屋町 2-2-

TEL：082-542-2711／FAX：082-542-

営業時間:9:30～17:30／定休日:

支店長：濱口

総合旅行業務取扱管理者：石尾

担当者：安藤 真雄

作成日：2025 年 10 月 15

コースナンバー

中国運輸局 様

実地試行① 景勝地×伝統芸能方面： 北広島町

期間： 2025 年 10 月 18日（土）～2025 年 10 月 19 日（土）

日次 月日曜 行程 食事

1 10/18

(土)

12:00 北広島 辰盛(昼食) ※全体概要・コンセプト共有

『昔からの北広島の田舎暮らしを知り、生活の中で紡がれてきた伝統芸能を鑑賞する』

13:30 壬生城跡 北広島町を360°見渡せる場所。滞在する北広島町の土地感覚を体感する。

14:45 芸北民俗芸能保存伝承館

15:30 農家の手仕事体験デモンストレーション(古民家で稲刈り)

16:15 休憩＆ディスカッション

17:00 有田八幡神社 金棒作り体験

18:00 夕食 お好み焼きひろ(交流会)

20:00 有田神楽団団長とMTG

21:00 有田神楽団鑑賞 (八栄神楽団。岩戸集会場にて)

ご宿泊：北広島町内

朝：〇

昼：〇

夕：○

2
10/19

(日)

09:00 チェックアウト

09:30 道の駅舞ロードIC千代田

10:00 三上刀匠鍛錬場・神楽面工房

12:00 昼食 酔膳亭みちづれ
14:00 広島駅(解散)

朝：○

昼：〇

夕：－

行程 食事

1
(金)

12:15 新山口駅 (7:12 東京発-新山口 11:33 着)

13:00 洞春寺 (①鷺流狂言実演 30 分、②体験 30 分、➂＋αの議論)

15:00 一の坂川、龍福寺、大内氏館跡 池泉庭園等 (狂言師とめぐる景勝地)

17:00

18:30 TONBO

① 鷺流狂言様、洞春寺様、

② 事務局側(OUGI 様、後藤様、ジャーマン様、JTB 広島)

③ 中国運輸局様(３名)

ご宿泊：山口市内 ホテル
ルートイン湯田温泉

朝：－

昼：－

夕：○

2
(土)

09:00

12:00 北広島(昼食) ※全体概要・コンセプト共有

『昔からの北広島の田舎暮らしを知り、生活の中で紡がれてきた伝統芸能を鑑賞する』

13:30 龍頭山(山頂ハイキング) 北広島町を 360°見渡せる場所。滞在する北広島町の土地感覚を体感する。

14:00 龍頭山麓 駒ヶ滝

15:00 農家の手仕事体験デモンストレーション(手で稲刈り or 渋柿採り)

16:00 休憩＆ディスカッション

17:00 有田八幡神社及び神楽面工房 (職人にふれる)

18:00 夕食 (交流会)

19:30 金棒作り体験

20:00 有田神楽団団長とMTG (八栄神楽団。岩戸集会場にて)

21:00 有田神楽団鑑賞

ご宿泊：北

朝：〇

昼：〇

夕：○

３
(日)

09:00 チェックアウト

10:00 北広島町の方が大切にされているなじみ深い場所(寺社仏閣など)

14:00 広島駅(解散予定)  ※北広島町内の視察内容により変更可能性あり

朝：○

昼：ー夕

：－

＜行程表＞
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第１回

エリア① 北広島町 開催日:10月18日(土)～19日(日)

参加者名簿を貼り付け

※北広島名簿のみ

https://jtbcorp.box.com/s/z30edo7ogwz81prw
rzbb1zjyd6fqlgvv

（順不同・敬称略）

区分 所属 名前 その他

1 北広島関係者 有田神楽団 立盛 翔太

2 東山神楽団 田辺 康行

3 小石原農園 三須 敏幸

4 有田八幡神社 宮司

5 有識者 ジャーマン・インターナショナル ルース・マリー・ジャーマン

6 株式会社OUGI 鈴木 雅己

7 株式会社OUGI 加藤 亜祐美

8 株式会社MAKES 後藤 直哉

9 運営スタッフ 株式会社JTB広島支店 安藤 真雄

＜参加者＞
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

エリア① 北広島町 開催日:1月21日(水)～22日(木）

日程表を貼り付け

https://jtbcorp.box.com/s/nb4f3ghp5sf2gk5qrc
u6aarjvr326oyi

方面： 北広島町

期間： 2026 年 1 月 21 日（水）～2026 年 1 月 22 日（木）1 泊2日

行程 食事

1
1/21

(水)

10:27 広島駅着 (6:33 東京発―広島駅 10:27 着)

10:20 広島駅バス配車

10:55 広島駅新幹線口発 (小型バス予約済)

11:55 千代田 IC 着 (現地ガイド合流)

12:15 壬生城跡 ※地域それぞれに根付いている特色ある伝統芸能が交わる地

13:00 昼食：へんぽこ茶屋 ※ヴィーガン＆ヴェジタリアン対応。 自家製のおもちを食べる。花田植え茶。

14:15 芸北民俗芸能保存伝承館

15:00 有田八幡神社 (境内を参拝し、舞殿にて神楽面絵付け体験)

16:30 ホテルチェックイン

18:00 出発

18:30 夕食(立盛／地域住民との交流) ※ヴィーガン＆ベジタリアンメニュー対応(地域食材にて) 

バス終了夕食後タクシー移動。

20:00 有田神楽団鑑賞 場所：室内にて

・演目：２～３演目 (神降ろし、八岐大蛇)

・終了後、衣装体験(写真撮影や団員との交流)・神楽面渡し

(サイン付) 22:30 宿泊

ご宿泊：広島北

朝：－

昼：〇

夕：○

2
1/22

(木)

09:30 チェックアウト 朝食 9：00 迄～お土産(30 分)

09:45 道の駅舞センター(お買い物) 朝：〇

昼：－

夕：－

日次 月日曜 行程 食事

1
1/21

(水)

10:55 広島駅新幹線口発 (小型バス)

11:45 道の駅舞ロードIC千代田着 (現地ガイド合流)

12:00 壬生城跡 ※地域それぞれに根付いている特色ある伝統芸能が交わる地

13:00 昼食：へんぽこ茶屋 ※ヴィーガン＆ベジタリアン対応。 自家製のおもちを食べる。

14:15 芸北民俗芸能保存伝承館

15:00 有田八幡神社 (境内を参拝し、舞殿にて神楽面絵付け体験)

16:30 ホテルチェックイン

18:00 出発

18:30 夕食(立盛／地域住民との交流) ※ヴィーガン＆ベジタリアンメニュー対応(地域食材にて) 

20:00 有田神楽団鑑賞

・場所：室内にて  

         ・演目：２演目 (神降ろし、八岐大蛇)

・終了後、衣装体験(写真撮影や団員との交流)・神楽面渡し

22:30 宿泊

ご宿泊：北広島町内

朝：－

昼：〇

夕：○

2

1/22

(木)

09:30 チェックアウト 朝食 9：00 迄～お土産(30 分)

09:45 道の駅舞ロードIC千代田(お買い物)

10:30 出発

朝：〇

昼：ー

夕：ー

北広島のみならば
こちらの日程表

日程表を貼り付け

https://jtbcorp.box.com/s/nb4f3ghp5sf2gk5qrc
u6aarjvr326oyi

＜行程表＞

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

エリア① 北広島町 開催日:1月21日(水)～22日(木)

参加者名簿を貼り付け

※北広島名簿のみ

https://jtbcorp.box.com/s/96sagixfei2mv2ipbyr
msyi6mgil8998

区分 所属 名前 1/21(水)

宿泊

1/21(水)

交流会

その他

1 主催者 中国運輸局 山崎 慎平 〇

2 中国運輸局 中村 雪乃 〇

3 外国人アドバイ
ザー(招請者)

株式会社JIZO HAT ポール・ウォルッシュ 〇 〇 ベジタリアン

4 元All About Japan社 キアラ・テルズオロ 〇 〇 ヴィーガン

5 ジャーマン・インターナショナル リラ・クロッフェンシュタ
イン

〇 〇

6 ジャーマン・インターナショナル ルース・マリー・ジャー
マン

〇 〇

7 有識者 株式会社OUGI 鈴木 雅己 〇 〇

8 株式会社OUGI 加藤 亜祐美 〇 〇

9 株式会社MAKES 後藤 直哉 〇 〇

10 株式会社JTB 市川 功 〇 〇

11 運営スタッフ 株式会社JTB広島支店 安藤 真雄 〇 〇

12 株式会社JTB広島支店 武本 苑子 〇 〇

13 通訳 ガイド 佐藤 仁美 〇 〇

14 交通事業者 八重タクシー ドライバー

15 北広島関係者 有田神楽団 立盛 翔太 〇

16 東山神楽団 田辺 康行 〇

17 小石原農園 三須 敏幸 〇

18 九品寺 しろがね 銀 純洋 〇

19 有田八幡神社 宮司 〇

＜出席者＞ （順不同・敬称略）

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

招請者情報

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

1.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイント

本ツアーは、1名あたり15万円での販売を想定しています。この価格で販売するために、「特にブラッシュアップすべき
シーン・要素」はどこだとお考えでしょうか。改善すべきシーンやコンテンツを選んで、また、その理由をあわせてお聞かせ
ください。
※旅行代金には神楽鑑賞代・体験代・食事代・宿泊代・多言語ガイド代・ツアー中のタクシー代が含まれます。
（複数選択可）

□壬生城跡  □へんぽこ茶屋  □芸北民俗芸能保存伝承館
□参拝神楽面づくり体験 □交流レストラン立盛  □神楽鑑賞
□道の舞ロードIC千代田  □北広島ホテル(宿泊) □その他

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

3.スケジュール（体験時間・移動時間）について
ツアー全体の時間配分や、移動時間の長さ・テンポについて、改善した方がよいと感じた点があればご意見をお
聞かせください。

4.お食事について
本ツアーにおけるお食事内容について、味・内容・演出・地域性の観点からご意見をお聞かせください。商品価値
を高めるために改善できる点があれば併せてお書きください。

5.演出について
本ツアー全体の演出（雰囲気づくり、進行、見せ方等）について、印象に残った点、または改善すべき点があればご
意見をお聞かせください。

6.ストーリーブックについて
配布したストーリーブックについて、内容の分かりやすさ、情報量、体験理解への貢献度についてご意見をお聞かせくだ
さい。改善点があれば具体的にご記載ください。

7.ツアーコンセプトについて
本ツアーのコンセプトについて、「伝わりやすさ」「独自性」「訪日外国人向け商品としての魅力」などの観点からご意見を
お聞かせください。

8.神楽体験の価値認識について
今回体験した神楽について、「他地域でも体験できるもの」と比べて、北広島町ならではだと感じた点があれば具体的
にお書きください。

9. 「神楽と生きる町」という文脈の伝わり方
神楽が地域の暮らしや信仰と結びついていることについて、十分に理解・実感できたでしょうか。そう感じた理由、または
分かりにくかった点をお聞かせください。

10.北広島町コンテンツの「商品としての核」
北広島町の体験全体を振り返って、「このツアーの核（売り）になる」と感じた要素は何でしょうか。その理由とあわせて
お聞かせください。

■北広島町（有田八幡神社×芸北神楽）のアンケート内容
この度は、『DID YOU KNOW KAGURA?～神々の芸能が暮らしに息づく場所で文化の交差点を巡る～』のモニ
ターツアーへご参加頂き、誠にありがとうございました。ご参加頂いた皆様のご意見やご感想を頂戴し、より充実したツ
アーになるように改善して参ります。つきましては、下記の質問へご回答頂けますようお願い致します。※率直なご感
想をお伺いさせて頂きたく、フリー記述にさせて頂いております。【1/29(木)】までにご回答頂きますようご協力よろしく
お願い致します。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

1.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイント

本ツアーは、1名あたり15万円での販売を想定しています。この価格で販売するために、「特にブラッシュアップすべき
シーン・要素」はどこだとお考えでしょうか。改善すべきシーンやコンテンツを選んで、また、その理由をあわせてお聞かせ
ください。
※旅行代金には神楽鑑賞代・体験代・食事代・宿泊代・多言語ガイド代・ツアー中のタクシー代が含まれます。
（複数選択可）

□壬生城跡  □へんぽこ茶屋  □芸北民俗芸能保存伝承館
□神楽面づくり体験 □交流レストラン立盛  □神楽鑑賞
□道の舞センター □北広島町内ホテル(宿泊) □その他

■北広島町（有田八幡神社×芸北神楽）のアンケート結果
回答者8名

回答者 価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイント

1
へんぽこ茶屋;参拝＆神楽面づくり体験;交流レストラン立盛;神楽鑑賞(in有田八幡神社);ホテル(宿泊);
その他;芸北民俗芸能保存伝承館;壬生城跡;

2
交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);参拝＆神楽面づくり体験;

3
芸北民俗芸能保存伝承館;交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);へんぽこ茶屋;

4
へんぽこ茶屋;交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);参拝＆神楽面づくり体験;

5
へんぽこ茶屋;壬生城跡;交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);

6
その他;

7
交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);道の駅舞ロード(大太鼓);その他;

8
へんぽこ茶屋;壬生城跡;芸北民俗芸能保存伝承館;参拝＆神楽面づくり体験;交流レストラン立盛;神楽
鑑賞(in有田八幡神社);ホテル(宿泊);道の駅舞ロード(大太鼓);

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 理由

1

へんぽこ茶屋;参拝＆神楽面づくり体験;交流レストラン立盛;神楽鑑賞(in有田八幡神社);ホテル(宿泊);その他;芸北民俗芸能
保存伝承館;壬生城跡;

基本的には、ツアーのコンセプト・テーマが何で、それを具現化する場所や体験が重要。そのテーマ性がわかりにくいため、ブラッシュアップ
ポイントが指摘しにくい。
①ツアー初期段階で伝承館に行くのは適切（英語対応と、場合によっては簡単なビデオ等があると良い）。
②壬生城跡は千代田地区を見渡すには良いが、頂上に何もないため、少し物足りない可能性あり（解説も重要）。
③昼食にへんぽこ茶屋もあるが、地域の高級弁当を古民家（または武家屋敷）やお寺の座敷（季節によっては壬生城跡等の外）
で食べるのも良し。
④神楽面づくり体験も良いが、より本物の体験や匠の技術を観れるほうが良いかもしれない。
⑤神楽観賞は非常に良い。可能であれば、神社の社殿で神楽観賞できる機会も確保できれば良い。（有田八幡神社は社殿が小さ
いのでやむを得ない。）考えられるのは、日時を変えた複数の異なるグループツアーで、有田神楽団だけでなく、違う神楽団（社殿で神
楽ができる神社も多い）も観賞できるようにすれば、通年で継続的にツアーが組めるのではないか。境内に焚火や松明を設置すると伝
統的な神楽の雰囲気が出る。
⑥夕食は高級感を出すか、庶民性を出すかで別れる。できれば、夕食は弁当でないほうが良い。高級感を出す場合は、レストラン「彩
聖」（https://maps.app.goo.gl/C69bCb53iLREd2PH9）や「みや島」
（https://maps.app.goo.gl/Ey3fsUQxAB2ChnDH7）、または古民家で手料理（現地のおばあさん等に作ってもらい会話）
など。庶民的にするには、同じく古民家（滞在先）でおばあさんの手料理か、何かを一緒に収穫してバーベキュー等（季節による）。
⑦宿泊先はグループ規模にもよるが、一か所滞在の場合はホテルしか対応できない。複数の和風古民家に分かれて滞在もあるかもし
れない（ただし、宿泊用の商業ベースの古民家は内部が伝統的でない造りが殆ど）。
⑧コンセプトによってプランの作り方が変わるが、むしろ２泊３日か３泊４日くらいにして、１日目の神楽観賞の後で、２日目に田舎の
のんびりした環境（特に田舎の古民家宿泊の場合）を自由に体験する時間やサイクリングまたは簡単なハイキング（龍頭山山頂ピク
ニック等）をしてもよいのではないか。または、２日目か３日目に、神楽の演目の舞台になった島根県の神社等を訪問したり、そのまま
温泉宿で宿泊（有福温泉、美又温泉、玉造温泉、温泉津温泉＋石見銀山等）するのも良いのではないか。その場合、２０万円
でも成立する。

2

交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);参拝＆神楽面づくり体験;

以前ハイエンドのツアーで北広島町の「RAKUSAN」に宿泊しましたが、有田神社から30分かかりますので、遠いですよね。
◇食事については、「食事について」の欄で書かせていただきます。
◇神楽面作り：できあがった面をもっとセレモニー的にお渡しするとよいと思います。神楽上演終了後、団長のサインが入った面を「桐の
箱」などに入れ、各ゲストに団長からお渡しし、個別に記念撮影をするのはどうでしょうか？

3

芸北民俗芸能保存伝承館;交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);へんぽこ茶屋;

へんぽこ茶屋:  15万円でツアーを販売するなら、真のヴィーガン／アレルギー対応が必要だというのはさておき、このレストランは米農家
が経営しているにもかかわらず、メインメニューがうどんというのは非常に奇妙に思えました。うどん自体はまあまあですが、ストーリーに焦点
を当てるべきでしょうか？おにぎり2個、野菜の小鉢2個、お餅2個がセットになった方が良いと思います（動物性食品の問題も避けられ
ます）。
芸北民俗芸能保存伝承館: 若いスタッフの説明は素晴らしく、展示物自体も非常に効果的で美しいです。しかし、この場所での体験
は、英語ガイドのスキルによって大きく左右されます。単に翻訳するだけでは（それも非常に時間がかかります）、文化を生き生きと伝え
るには、スタッフが用意した情報や台本をしっかりと理解している必要があります。
交流レストラン立盛: 夕食時にも申し上げましたが、ガイドが英語を話せると誰も期待していない状況で真の交流をするのは非常に難し
く、おそらく気まずい雰囲気になるでしょう。また、ラーメン店は居酒屋としても機能しているため、普段とは違う（しかも冷たい）料理を出
すと、このギャップが強調されてしまいます。地元のお客さんのように、普通のテーブルに座って好きなものを注文してもらうことをお勧めしま
す（簡単な英語のメニューを用意しておくと便利です）。普通のお客さんと同じように感じてもらえれば、マスターは彼らと交流し、同じ時
間に食事をしている他のお客さんと繋がれるよう、最善を尽くしてくれるでしょう。
ホテル(宿泊): 少なくとも私が宿泊した部屋に関しては、これが一番の難関です。改装された「特別室」もあるようなので、それが確保で
きればかなり助かります。

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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100
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 理由

4

へんぽこ茶屋;交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);参拝＆神楽面づくり体験;

食事：昼・夜とも＠15万円のツアーにしては食事会場も食事内容もブラッシュアップが必要。特に夕食はお膳で会席料理を提供して
頂くと良いのでは。
宿泊：他に宿泊施設がないのかもしれないが、さらに単価を上げてもいいので露天風呂付客室や和洋室タイプの部屋を用意したい。
地域への裨益を無視するなら片道50分なら広島市内に戻って宿泊のほうがいい。提供できる価値に見合った価格やターゲットの再検
討が必要と感じた
神楽面づくり：説明が雑な印象。面作りの職人や面作成に詳しい方から助言があってもいいのでは。道具も一人分づつ用意したほうが
いい。持ち帰り用の箱は必須。

5

へんぽこ茶屋;壬生城跡;交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);

(壬生城跡)
この場所は非常に美しく、落ち着いた雰囲気が印象的でした。地域の水系について学び、動物を見る体験は、訪問に奥行きを与え、こ
の土地の自然の豊かさを強く感じさせるものでした。海外のお客様にとっては、この場所と神楽との歴史的・文化的なつながり、特に地域
社会の形成と神楽が果たしてきた共同体的な役割について、もう少し明確な説明があると理解が深まると思われます。なお、本アンケー
トのストーリーブックの項目に、その点に関する提案を記載しています。

(へんぽこ茶屋)
いちご大福は特に印象的で、非常に強い好印象を残しました。全体としても、心地よく楽しめる訪問でした。今後のツアーにおいては、
事前に飲食店へアレルギーの確認を行い、可能な範囲での対応可否を確認されるとよいかと思います。そうすることで、食事制限のある
お客様にも、より安心してご参加いただけると考えます。

(交流レストラン立盛)
お弁当は丁寧に調理されており、地域ならではの品質へのこだわりが感じられ、とても美味しくいただきました。プレミアムツアーとしてご参
加されるお客様を考えると、夕食時に温かい料理をご提供いただくことで、満足度がさらに高まると考えます。広島風お好み焼きのような、
シンプルで地域性のある料理は特に好評ではないかと思います。また、おにぎり、唐揚げ、枝豆、サラダなど、比較的親しみやすい料理を
少量用意することで、海外のお客様にも安心してお楽しみいただけると考えます（可能な範囲でアレルギーへの配慮も含めて）。

(神楽鑑賞(in有田八幡神社))
このように本格的で神聖な場所で神楽を鑑賞できたことは、ツアーの中でも特に印象深い体験でした。地域に根ざした雰囲気の中で神
楽を体験できたことを、私自身とても楽しみました。体験をさらに豊かにするための一案として、地元のお酒の試飲を任意で提供すること
も考えられるかと思います。地元の方々が神楽を楽しむ一つの形として紹介することで、より理解が深まるのではないでしょうか。また、床
に座ることに慣れている海外の方もいますが、背もたれ付きの座椅子をご用意いただくことで、より快適に鑑賞でき、演目に集中しやすく
なると考えます。

(ホテル(宿泊))
客室は非常に広く、見た目にも印象的で、宿泊価値の高さを強く感じました。ホテル全体の個性や雰囲気も魅力的でした。一方で、
海外のお客様にとっては、例えば柔らかめの枕をご用意いただくなど、いくつかの小さな配慮があると、より快適にお過ごしいただけると思い
ます。海外の方は、一般的に日本の伝統的な硬めの枕に慣れていないことが多いためです。翌朝の朝食では、一部の食材（例：色
が変わっていた海苔）にやや鮮度が気になるものがありました。鮮度への細やかな配慮は、海外のお客様の安心感につながると考えま
す。

6

その他;
ツアーで表現したい核がどこなのか？を全体通して明確にする必要があると感じました。現状ですと、神楽なのか、山なのか、稲作なのか、
生活なのか、歴史上の人物なのか？ポイントがリードする人の言動も、訪れる場所に関しても、各所に要素が散ってしまっており、参加
者として何を軸に体験して良いのか分からず、各所に訪れる意図(ストーリー)を自身に落とし込むことができませんでした。そのため、どこ
をブラッシュアップするか？と限定することが難しい状況です。

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 理由

7

交流レストラン立盛;ホテル(宿泊);道の駅舞ロード(大太鼓);その他;

全体として、常に英語（もしくは参加者の母国語）を話せる担当者が同行する体制が必要だと感じました。参加者が飲み物を必要と
していないか、寒そうにしていないか、誰かと話したそうにしていないかなど、細やかに気を配ることが大切だと思います。常に思いやりのあ
るガイドが寄り添っていることで、体験の質は格段に向上するはずです。ガイドを神楽の専門家にお願いできたらベストです。

また、きちんとした制服を着たドライバーが笑顔で対応し、簡単な英語が話せるようであれば、さらに良い印象になると思います。本当に
笑顔とHelloやThank youの英語だけでも印象が非常に良くなると思います。同行スタッフが次の予定を教えてくださったのはとても良
かったのですが、移動中にマイクを使って地域の歴史や夜ならではの怪談、地元で人気のジョークなどを紹介してもらえると、さらに楽しい
時間になると思いました。バスや車での移動時間は、情報を共有し、参加者に楽しんでもらう絶好の機会だと感じます。あるいは「次の
目的地まで30分ほどありますので、メールをチェックしたり、少しお休みください」といった一言があるだけでも、心配りとして素晴らしいと思
います。

1）立盛について
立盛でのお食事は、お弁当ではなく、温かく出来立ての料理が望ましいと感じました。前回はラーメンはとても美味しく、さまざまな種類に
ついて説明を聞いてから自分で選べたのも楽しかったです。メニューから注文できる形式は、参加者にとって魅力的だと思います。事前に
相談すれば、ヴィーガン対応も可能だと思います。また、店主（団長さん）のこれまでの歩みやお店のストーリーをここで紹介すると良い
と思いますし、ユニークなペットのコレクションについても触れると面白いと思います。壁に飾られているさまざまなお面についての説明も、料
理を待つ間の話題として興味深いでしょう。また、出発前の混雑を避けるためトイレが一つしかないことを事前に伝えてくださったのは、とて
も良い配慮でした。

2）ホテルについて
客室がかなり寒かったため、クローゼットにある予備の毛布が使えることを事前に案内すると良いと思います。また、水道水の質の良さは
大きな魅力なので、もっと強調してもよいポイントです。
温泉に慣れていない海外の方のために、チェックイン時に写真を見せながら、タオルの持ち方、浴衣の使い方、どのスリッパを履くのかなど
を丁寧に説明すると、とても親切だと思います。客室のバスルームは特別魅力的というわけではないので、温泉に入らないのは本当にもっ
たいないです。温泉体験は、きっと素晴らしい思い出になるはずです。
再利用された帯をランチョンマットとして販売しているのは素敵なので、それを活用した小さなポーチをゲスト用に用意するのも良いアイデ
アだと思います。その中にシャンプーセット、質の良い石けん、歯ブラシ、コーヒーと紅茶のパック、クリームや砂糖、小さなお菓子などを入れ
たウェルカムポーチがあると嬉しいです。客室備え付けのシャンプーなどはあまり質が高くなかったため、その補完になります。
また、客室に素敵なコーヒーカップ（2客セット）とスプーンを用意しておくと、朝すぐに温かいコーヒーを楽しめて良いと思います。ロビーで
販売している美しい小さなお面は、もっと目立つ場所（ショップコーナーなど）に置くと、購入される方が増えるのではないでしょうか。新聞
を客室に届けるサービスも、ちょっとした心配りとして喜ばれると思います。

3）お土産・買い物について
日本在住の参加者の中には、お米を購入して自宅に送付したい方もいるかもしれません。スタッフが一緒に売り場を回り、商品や面白
いアイテム（スパイスペンなど）を説明してくれると良いと思います。最後に太鼓の前で撮影した集合写真は素晴らしかったです。
宅急便の伝票記入を手伝ってもらえると、たくさん購入した商品を東京のホテルへ送ることができて便利だと思います。海外発送が簡単
にできる商品があれば、その点も案内すると良いでしょう。また、クレジットカードが使えることを明確にするか、現金が必要な場合には一
時的に立て替えられる体制があると安心です。

4）送迎について
今回のツアーでは、広島駅で参加者をピックアップし、そのまま北広島へ向かう形が良いと感じました。途中で軽く飲み物を取れる立ち寄
りがあるとさらに良いと思います。車両やシャトルは質の高いものを用意し、きちんとした服装のドライバーとアテンダントが出迎える体制が
望ましいと感じました。

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 理由

8

へんぽこ茶屋;壬生城跡;芸北民俗芸能保存伝承館;参拝＆神楽面づくり体験;交流レストラン立盛;神楽鑑賞(in有田八幡神社);ホテ
ル(宿泊);道の駅舞ロード(大太鼓);

① ストーリー
ツアー全体の「ストーリー」については、編集およびコピーライティングのブラッシュアップが必要です。。
北広島町の魅力を海外からの旅行者に十分に伝えるだけでなく、地域のファンとなり、友人や家族に勧めたり、再訪したいと思ってもらえるような内容に昇華さ
せることが重要です。
② 第一印象
第一印象において、参加者（または手配した旅行会社）が「15万円を支払う価値のある選択をした」と安心できることが非常に重要です。
ツアーの開始地点を壬生山とすることを提案します。
山を歩いて登り、山頂では衣装をまとった演者による神楽や田植え祭りの囃子のリズムで迎えられる簡単なウェルカムパフォーマンスを行う。
地域についてのよく練られた印象的な導入説明を行いながら、八王子よみがえりの水を使用したお茶・コーヒー、または地元柑橘のドリンクを、地元産のお菓子
とともに提供する。
③ 八王子よみがえりの水
昼食前に八王子よみがえりの水を訪問する行程を加えることを提案します。
・ 分かりやすく説明すれば非常に魅力的な民話がある点
・ 単なる説明ではなく、「見せて伝える」好例である点
・ 北広島町が清らかな自然に恵まれていることを体感的に示せる点
・ 地元住民が日常的に利用していることから、自然との密接な関わりや里山的な暮らしが伝わる点
・ 大きな水タンクを運ぶための一輪車などの細かな工夫、水風呂といった要素も高く評価される
・ 地元の方が水を汲みに来ていれば、ガイドが橋渡し役となり 「よく来られるのですか」「この水は何に使われているのですか」

などの会話を促すことで、偶発的で印象に残る交流が生まれ、体験価値が高まる
・ 最後に、へんぽこ茶屋の創業ストーリーと自然につながり、同店がこの水を使用していることの説 明がより印象的になる
これにより、ツアー全体の雰囲気が一気に高まり、参加者に「忘れられない体験になる」という確信を与えることができます。
④ 田んぼウォーク
八王子よみがえりの水まで約1kmを田んぼの中を歩くオプションを検討してはいかがでしょうか。
・ 多くの訪日客にとって非常に珍しい体験となる
・ 欧米の旅行者は歩くことを好む傾向がある
・ 車で美しい田園風景を通過するだけでは、もどかしさを感じる場合がある
・ 壬生山への登りよりも、農家や田んぼの間を歩き、農村生活を垣間見る方が満足度が高い
・ 壬生山から俯瞰した里山の風景を、実際に「ズームイン」して体感できる
・ 稲作や農村生活について説明する絶好の機会となる
・ 多少遠回りでも、最も景観の良いルートを選定する
・ 可能であれば道路ではなく田んぼのあぜ沿いを歩く
・ 写真撮影の機会が非常に多くなる
・ 食事前の導入としても効果的
⑤ 体験内容
神社参拝および神楽の奉納は非常に本格的で、高い価値があると感じました。
一方で、神楽面の絵付け体験は楽しく、ホストとの交流という点では良いものの、体験価値としてはやや弱い印象を受けました。
管沢良典千代田工房を何らかの形で組み込むことは可能でしょうか。
実際に神楽面師の仕事を見学し、交流できる体験は、価値認識を大きく高めます。特に高価格帯の顧客は、職人の仕事を目の当たりにした後であれば、本
物の神楽面を購入する可能性が高まります。
絵付け体験は「楽しい追加要素」として残しつつ、職人工房の訪問を本ツアー参加者限定の特別体験とすることで、差別化が可能です。
⑥ 移動手段
トヨタ・アルファードのような上位グレードの車両を使用することで、体験価値はさらに向上します。
八重交通が現時点で投資に踏み切れない場合は、広島市内の運送会社と連携し、市場性が確認できた段階で投資を検討するのも一案です。
⑦ 宿泊
事前の期待値調整が適切であれば、本ツアーに惹かれる多くの参加者は現状の宿泊水準を受け入れると思われます。ただし、一部のハイエンド層には不向き
です。
特に空調音が大きく、睡眠に支障をきたす可能性がある点が気になりました。
現状の選択肢を踏まえると、宿泊にこだわる方向けに、神楽鑑賞後に広島市内または宮島へ戻る日帰りプランを用意することを提案します。この場合もアル
ファード等の車両が必要です。
この選択肢があることで、旅行会社やブティック系DMCが顧客に提案しやすくなると考えます。
⑧ 通訳ガイド
上記の改善により、15万円という価格設定は十分に妥当なものになります。
しかし、それらは通訳ガイドが北広島町の魅力や人々の情熱を「意味だけでなく精神ごと」伝えられなければ意味を成しません。
多くの参加者が理解できるのは、ガイドが何を、どのように伝えるかだけであり、ガイドの力量がツアーの成否を左右します。
本商品の通訳ガイドには、単なる通訳を超え、体験全体を「生きた物語」として届ける役割が求められます。そのためには、事前に十分なブリーフィングを行い、
複雑な説明を簡潔にし、文化的背景がない参加者にも理解できるよう補足する必要があります。
また、地域の人々と参加者をつなぐ橋渡し役として、積極的に会話を促し、興味深いエピソードを引き出す姿勢が重要です。

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

3.スケジュール（体験時間・移動時間）について
ツアー全体の時間配分や、移動時間の長さ・テンポについて、改善した方がよいと感じた点があればご意見をお
聞かせください。

回答者 理由

1
時間配分はほぼ良い。できれば、２泊３日か３泊４日くらいの設計で、ゆったりできる時間も設け、単価を上げるほうがよいのではない
か。

2

◇広島駅-北広島町の移動はツアーに含まれていないようですが、ツアーガイド視点ですと、バスの50分程度を使ってツアーの概要、北
広島町の概要、そして現地では説明する時間が取れない事項（例えば北広島・壬生城の歴史など細かいところ、神楽の背景知識な
ど）を説明できたら、ツアーに対しての期待度がより高まると思います。また、バスは田んぼや山林を見ながら進みますので、日本人と稲
作・米の話。木材・炭・たたら製鉄、などの話ができ、北広島町ツアーの背景知識が得られます。ガイドが話したことを、現地で専門家が
もう一回話すとしても、それはそれでより理解が深まります。

◇北広島体験ツアーのモニターツアーのガイドを担当したことがあり、その時は広島駅→北広島町の移動もツアーに入っていました。その
中で、参加者ひとりひとりに自己紹介をしてもらいましたが、皆さん結構お話しされてお互いのこともよく分かり、よい時間でした。

◇壬生城、伝承館、参拝、神楽面作り、神楽鑑賞などの見学・体験は、それぞれ時間的にちょうど良いと感じた。

◇訪問場所がコンパクトにまとまっていて長時間の移動が発生せず、テンポの良いツアーと感じる。

◇大変寒かったこともあり、1200現地着→2230終了はとても長く、夕食前に１時間ほどホテルで休憩があったのがありがたかった。もし
くは神楽鑑賞の終了が2100位になれば、終了後のホテルでもっとゆっくりできるのでは。

3
もし広島あたりに、すでに泊っている方なら、大丈夫と思います。ただし、広島駅から出てるバスに無事に乗れるかだけはちょっと心配です。
自分でも迷う時あります。何回も道の駅に戻るのはちょっと変だったかもしれません。

4 2日目、道の駅に寄らずに広島市内からの１Day Tripからの取組でいいかもしれません。

5

本ツアーにおいては、季節要因が重要なポイントになると感じました。夏は非常に暑く、冬は大変寒くなる一方で、空調の整った休憩場
所が限られています。夏には冷たい飲料、冬にはカイロなど、季節に応じた小さな配慮をご用意いただくことで、おもてなしの気持ちがより
伝わると思います。

また、日本語のみで実施する場合のスケジュールは適切に感じられましたが、通訳を含める場合には、翻訳や質問の時間を考慮し、や
や余裕を持たせることで、より落ち着いた参加体験につながると考えます。

6
モニターツアー用と実際に実施される際のスケジュールの違いはありますでしょうか？
先日のモニターツアーの視察スケジュールについては、身体的な負荷なく参加できました。

7 設問2参照（移動中をコミュニケーションタイムとして活用できると思います）。

8

各体験の所要時間は適切で、バスに長時間乗り続けるような行程ではなかった点は良かったと感じました。

一方で、通訳を含めた場合に各体験がどの程度長くなるかについて、十分に考慮されていたかは不明です。

今後は、説明・通訳・質疑応答をすべて現行スケジュール内に収めることを前提とし、そのために説明内容の編集や簡略化を行う必要
があると考えます。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

1 ２で回答済み。

2

「へんぽこ茶屋」
◇米農家、地元の米や野菜、名水、と言ったウリを強調するとよい
◇お店の壁に書いてあった「へんぽこ茶屋の歴史」を（到着前のバスで）説明したい
◇メニューを自由に選んで良いことは喜ばれるかもしれないが、英語メニューがなかったので工夫が必要。
◇お店のメニューを見て注文をすると、値段が分かってしまうが、問題ないか。
→その点、絶品だったいちご大福・各種おはぎを到着前に全面的にアピールし、全員に選んでもらうと喜ばれると思います（お餅類は

全員食べられる）
◇ビーガン、ベジなどの対応をどうするか（うどん・そばの出汁には鰹が入っていた）

「立盛」
◇神楽団長経営のラーメン屋さんという場所が面白く、地元の方との交流の場としてもあのような広いスペースは良いと思いました。
◇ラーメン屋での開催だけど、食事は「地元で有名な日本食店しろがね」から持ってきています、ということをきちんとメンションすべき。ラー
メン屋さんの食事だと思われるかもしれません。
◇お弁当の味はとても良かったです。お料理に対するシェフの説明がもっときっちりと、詳しくされたらより喜ばれると思う。その際、その内容
を通訳が事前に聞けるとありがたい。
◇あの高級なお弁当ならば、日本酒やワインなどが素敵なグラスとともに出されたら、より喜ばれると思います。飲み物の出し方にもっと工
夫があれば。
◇以前モニターツアーでガイドをした経験（ゲストは全員日本語NG）から、食事の際は誰がどこに座るかが重要です。地元の方との交
流ができやすいよう、地元の方、ゲスト、通訳の席を事前に決めておくことが必要。ずっとずっとしゃべりたい方がおられる一方で、無口で聞
くだけになりがちの方もおられましたので、工夫が必要。その点「立盛」さんは、高級店で席の移動が難しいといったことではないので、地元
の方々がゲストひとりひとりを回ってお話をすると喜ばれると思います。
◇そのため、通訳できる人が複数いるとよいかもしれません。

3
食事は全体的に美味しかったです（シェフが作った夕食は特に素晴らしかったです）。ただ、北広島らしさが少し欠けているように感じま
した。何か地元の名物料理はありますか？（地元産の餅は素晴らしかったですが）

4

壬生城跡で田んぼの話しがあってからの伏線回収的なおはぎや大福の提供は良かった。昼食内容については15万のツアーと考えるなら
価格に見合わない。味やメニューというよりドライブインのような会場の雰囲気がチープ。もう少し郷土色の濃い料理を古民家や神社など
で提供するなど工夫ができればいいが、物理的に難しければ先述の通りターゲットの設定を見直すべき。
夕食も設問２で回答の通り。お弁当の味や内容についてはあの程度でいいかと思いますが、会席・コース料理として提供し、都度、素
材や調理法の説明があれば。会場もラーメン屋は厳しいのでは。

5
ツアー全体を通して、食事の質は非常に高いと感じました。検討点としては、夕食において温かい料理を優先することが挙げられます。ま
た、お好み焼きのような、自然と会話や交流が生まれやすい料理を夕食に取り入れることも一案かと思います。こうした食事は、海外のお
客様にとって特別な体験となり、地元の方々とのコミュニケーションを円滑にする助けにもなると考えます。

6
へんぽこ茶屋は、お店の立ち上がりの由来含めて、ツアーのストーリーとどのように紐付けるかを工夫できれば、とても有用になると思いまし
た！が、諸々のサイズが大きいことを含め、事前にアナウンスいただけると選び方も変わると思います(食べ残さずに済むかと。気にされる方
多い印象です)

7 （２）参照。

4.お食事について
本ツアーにおけるお食事内容について、味・内容・演出・地域性の観点からご意見をお聞かせください。商品価値
を高めるために改善できる点があれば併せてお書きください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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105
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

8

昼食

昼食会場は雰囲気が良く、料理の選択肢も十分でした。
また、八王子よみがえりの水とのつながりや、地元の米作りとの関係性が感じられる点も評価できます。

ヴィーガン、ベジタリアン、グルテンフリー等への常時対応を期待するのは現実的ではないと思われますが、事前に十分な相談期間を設け
た上で、個別対応の特別メニューを用意できる可能性について検討する価値はあると考えます。
こうした相談は予約時ではなく、企画準備段階で行うことで、飲食店側にも敬意を示し、プロジェクトの一員として関わってもらいやすくな
ります。

また、魚だしを使用していることなど、食材・調理方法に関する情報は、誤解を避けるためにもツアー事業者から明確に共有することが不
可欠です。

夕食

ヴィーガン弁当は非常によくできており、初めての試みとは思えない完成度でした。
ただし、夕食として弁当を提供する形式は可能な限り避け、温かい料理を提供し、その時の体調や気分に応じてメニューを選べる形が
望ましいと感じました。

朝食

可もなく不可もなく、という印象でした。
アレルゲン表示、魚・肉類（魚だしを含む）の明示があれば、より安心感が高まると思われます。

4.お食事について
本ツアーにおけるお食事内容について、味・内容・演出・地域性の観点からご意見をお聞かせください。商品価値
を高めるために改善できる点があれば併せてお書きください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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106
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

1 ２で回答済み。全てツアーのコンセプトに依存する。

2

◇ツアーの冒頭にワクワク感を高める工夫がもっとあったらと思います。
道の駅に田辺さんが迎えて下さいましたが（寒いので部屋の中でのお話に留まりましたが）、
あの道の駅の太鼓を見せながら、「花田植」「神楽」とツアーのコンセプトを説明し、本物の太鼓を叩いてもらうなどのミニセレモニーでツアー
をスタートさせるのはいかがでしょうか。

◇冒頭に続き、各訪問場所でもワクワク感を演出する必要があります。各訪問場所でどんなすばらしい体験ができるのか？見どころは何
か？What’s the significance？ を明確に説明できるよう準備する必要があります。ストーリーブックや、冒頭のツアー説明においてだ
けでなく、それぞれを訪れる際に「次はこんなすごいところに行きますよ！」としっかり案内する。文句もあらかじめ決めておく。
・壬生城跡：頂上より「里山」「里山の暮らし」にイメージを膨らませることができる
・へんぽこ茶屋：米農家・地元の米野菜・名水・いちご大福など各種お餅を堪能できる
・伝承館：「里山の暮らし」を四季に分けて立体的に紹介。「花田植」「神楽」など興味深い
伝統芸能も。

・有田神社：歴史ある社殿で神官から話を伺い、玉串奉納というめったにできない特別体験。
・神楽面作り：神社神楽殿で本物の面を見ながら面の絵付け。本格的な面作りもできます。
・交流レストラン：伝統を守り町を盛り上げようと頑張る地元の若者のアツい思いが聞ける
＋地元の美味しい料理と日本酒を堪能できる

・神楽鑑賞：神楽殿で地元の歴史ある神楽団の舞が面前で鑑賞できる。他ではできない経験。
・マイロード：北広島町の特別なお土産が買えます。特産は～～。魅力的なものがたくさん。

◇伝承館では、竹の楽器や太鼓をゲストが演奏する場面があったが、説明を聞くだけでなく手に取って体験できるとわかりやすく印象に残
りやすいと思います。また説明は充実していたが、もう少し参加者が自由に展示物に近づいて見る時間があったらよいと思った。（もっと
ゆっくりじっくり見たかった）

◇神楽鑑賞後にQ&Aが有りましたが、非常に価値のある時間だと思いますので、上手く通訳できる方が間に入りQ&Aセッション、コミュ
ニケーションの時間がとれると良いと思います。

◇最後の記念写真を全員で撮影しました。広島定期公演では、衣装をお借りし衣装を羽織らせていただいて個人またはグループで一
緒に記念撮影をしています。全体写真も良いですが、せっかくの機会ですので、個別の写真もとって差し上げると大変喜ばれます。

3
素晴らしい。団長さんをレストランで会ったり、神主さんに神社で会ったりすることで、これが地域の伝統であることを真に実感できるでしょう
（もっとも、神社での詳細な体験は必要かどうかは分かりませんが）。もう少し英語での説明があれば（そして、床に座って座りたくない
人が多いので、椅子をもう少し増やしてもいいかもしれません）、完璧でしょう。

4

ガイドさんが同行していたが初回モニターの為、部分的となり、参加者とガイドの会話があまりなかったので評価しにくい。そもそもモニター
が全員日本語を理解できたので実際に日本語を理解できない方が参加した場合の感想・意見を参考にしたい。地元住民との交流は
無理やり押しつけず、まずは、質疑応答（料理や神楽、地域のことを尋ねて答える）などさりげない会話程度でいいかと。ガイドが地元
の方でスルーで同行するならその方を介して地域の方との会話がより楽しめるかも。

5

本ツアーの最大の魅力は、地域の人々と日常の営みに焦点を当てている点だと感じました。地域の方々と直接出会い、交流できたこと
で、温かく、真に地域に根ざした、記憶に残る体験となりました。特に立盛さんの誠実で心のこもったお話は強く印象に残っています。また、
若い走者や笛奏者、神楽にも出演されていた神職の方との出会いも、非常に印象的でした。ツアーに関わる地元の方々と直接交流で
きたことで、体験に感情的な深みと本物らしさが加わり、とても個人的で特別なものに感じられました。

5.演出について
本ツアー全体の演出（雰囲気づくり、進行、見せ方等）について、印象に残った点、または改善すべき点があればご
意見をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

6

スルーガイドさんご自身の見せたい部分と、ツアーとして表現したいところの擦り合わせが必要だと感じました。
また、面作りに関して、その場では面白いかもしれないのですが、どなたかが「帰ってこれどうしたらいいの？」とおっしゃっておられましたが、
結局「なぜこれをやったのか？自分にとってこれはどういう意味があるのか」という思い入れが無いと、結果無関係なものとして残ってしまい、
体験の価値が下がってしまうと思います。その辺りの設計もきちんと見直したほうが良いと思います。

7

神楽団の皆さんについて理解が深まるにつれ、皆さんがボランティアで活動されていることを知りました。公演後、お一人の方がとてもお疲
れの様子に見え、私たちのために無理をさせてしまったのではないかと心が痛みました。今回のツアーに参加されるお客様は相応の参加
費をお支払いになりますので、演者の方々に負担をかけているのではないかと感じてしまう状況は、できるだけ避けたほうがよいと感じまし
た。日本の文化的な背景もあり難しい面があることは承知しておりますが、演者の皆さんが「演じられることを喜んでいる」ように見えること
がとても大切だと思います。もし演じることが過度な負担となり、疲れ切っているように見えてしまうと、お客様が気兼ねしてしまう可能性が
あります。

公演会場そのものはとても素晴らしい場所でしたが、夏場はかなり暑くなることが予想されます。観覧中に使える扇風機を用意したり、冷
たい飲み物を楽しめるようにすると、より快適で楽しい体験になると思います。また、飲み物や軽いスナックを常に用意しておくことは、満足
度の向上にもつながる良い工夫だと感じました。

8

ホストの皆様の温かさや親しみやすさは非常によく伝わってきました。日本語が理解できる立場としては、本ツアーが地域への愛情と情熱
による「チームの取り組み」であることが明確に感じられました。
課題は、日本語や日本文化の知識がほとんどない参加者に対して、その想いをどこまで伝えられるかという点です。参加者が「15万円を
支払う価値が十分にあった」と心から感じられるレベルまで、演出とストーリーテリングを磨く必要があります。

現状では、ツアーが個別の体験の集合体のように感じられ、より流れのある一貫した物語として再構成できる余地があると感じました。

各パートについて
//導入 (壬生山)//
ツアー冒頭の改善案については、前述（質問2）で提案した内容の通りです。

//伝承館//
非常によく構成された、テーマの明確な施設であり、案内を担当してくださった若いスタッフの方との出会いも好印象でした。
各祭りの様子を伝える映像があれば、雰囲気をより直感的に理解できる
祭りの音（BGM）を流すことで没入感が高まる
説明内容は訪日客向けに編集し、国内客には不要な細部を削り、背景説明を補足する
通訳を含めた場合の所要時間を考慮する
通訳ガイドが、施設スタッフと参加者の間のコミュニケーションを積極的に補助する

//神社参拝//
非常に印象に残る体験でした。
提灯の灯り、そびえ立つ杉の木々、雪景色など、写真撮影の時間を十分に確保すべき場所だと感じました。説明内容も興味深かった
一方で、通訳しやすく、意図したメッセージが確実に伝わるよう、ストーリーをさらに磨く余地があると感じました。

※次ページに続く

5.演出について
本ツアー全体の演出（雰囲気づくり、進行、見せ方等）について、印象に残った点、または改善すべき点があればご
意見をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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108
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

8

※前ページより

//神楽面絵付け体験//
職人が制作した芸術作品レベルの神楽面に約1万円を支払って絵付けする体験をしたことがありますが、絵が得意でない立場としては、
今回のようなシンプルな面の方が取り組みやすいと感じました。

可能であれば、筆や絵の具に慣れるための練習用の面があると良いと思います。
また、講師の方からもう少し具体的なアドバイスや指導があると、満足度が高まると感じました。

前述の通り、実際の神楽面師の工房を訪問する体験を組み込むことで、体験価値は大きく向上し、職人制作の本物の神楽面購入に
もつながりやすくなると考えます。

//夕食交流//

共通言語がない状況で自然な交流を期待するのは難しく、ガイドによる進行・仲介が不可欠です。沈黙が気まずくならないよう、会話を
促す工夫が重要です。

飲食店を通常営業の形で開放することで、より自然で本物らしい雰囲気を体験でき、他の客との交流が生まれる可能性もあります。

また、テーブル付きホットプレートを使ったお好み焼き作り体験を、地元のお母さんやおばあちゃんがリードする形で行うのも一案です。
場を和ませ、食事制限にも対応しやすい有効な方法だと考えます。

//神楽公演//

本ツアー最大のハイライトです。
演目・会場ともに素晴らしく、非常に完成度の高い体験でした。

一方で、導入説明はやや準備不足の印象があり、即興的な説明が通訳にとって負担になる可能性があります。
また、舞台上のセリフの意味をどのように伝えるかは大きな課題です。

少人数での同時通訳は臨場感を損なう可能性がある

場面ごとに区切った解説（サイン表示）と台本要約を用意する

ツアーストーリーブックに場面別あらすじを掲載する

こうした工夫により、鑑賞体験が大きく向上し、鑑賞後に他者へ語りやすくなります。翻訳・表現の質は、必ずツアー価格帯に見合うもの
である必要があります。

5.演出について
本ツアー全体の演出（雰囲気づくり、進行、見せ方等）について、印象に残った点、または改善すべき点があればご
意見をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

1 コンセプトとツアー内容がやや曖昧。ツアーの魅力やPRポイント（どのような没入体験が得られるのか等）が弱い印象あり。

2

◇このようなストーリーブックは、ゲストの期待も理解も大いに高めることができると思います。

◇表紙のタイトル「Did you know Kagura」は、このツアーのコンセプト「北広島町（有田八幡神社×芸北神楽）」に付けるタイトル
はブラッシュアップしたらいかがでしょうか？

◇4ページ一番上のタイトルも「神楽」となっていますが、「Did you know Kagura？」の下の文章は、この「探求の旅」の目的を記した、
よい文章だと感じました。こちらの文章を磨いていかれたらどうでしょうか？

◇ツアーブックをA4の二つ折りにすると文字が細かく、高齢のゲストなどには見にくい。英語の文字は特に小さい。配り物の字が小さくて、
はなから見ようとされないゲストは多いです。

◇各訪問場所について8行程度の説明が付いていますが、もっと詳しく書かれているといいなと思います。例えば各１ページずつ使い、も
う少し大きい文字で記載。例えば、北広島町「壬生の花田植」のことはどこにも書かれていませんが、伝承館の説明の中には入れておく
とか（伝承館の説明の最後に２階の説明が入っていますが、２階は訪ねませんでした）。壬生城や有田神社の歴史についてもう少し
詳しく書いておくと、現地での理解がより深まる、もしくは時間が限られる中で説明を省略することができます。

3
冊子は基本的に直訳のような印象で、日本の歴史や文化に関する知識を前提とした箇所がいくつかありました。高級感のある冊子にす
るのはいかがでしょうか？これはテスト版なので問題ありませんが、物語を分かりやすく、訪問者にとって分かりやすい形で書ける人が必要
です。

4
北広島町内のより詳しいMAPがあってもいいかと思います。八岐大蛇のストーリーも外国人にわかるよう記載があったほうがいいと思いま
す。

5

日本語と英語の両方で用意されていたストーリーブックは、とてもありがたく感じました。ツアーに参加する前は神楽についての知識がほと
んどなかったため、このストーリーブックによって理解と関心を深めることができました。

内容は大変分かりやすかった一方で、今後の改善点として、本地域の神楽が他の地域と比べてどのように特別なのかを簡潔に説明する
一文を加えることもご検討いただけるかと思います。特に神楽を初めて体験される海外のお客様にとっては、日本のどこでも神楽を鑑賞で
きると誤解してしまう可能性があるため、こうした補足説明は有益だと感じました。
また、英語タイトルについても、より自然で親しみやすい表現は
"Do you know about Kagura?" Explore the confluence of community and shintoism in northern Hiroshima 
where Kagura - the dance of the gods - lives on in the people".

また、壬生城についての説明については、神楽との関係性がやや分かりにくいと感じました。壬生城跡を訪れた理由をより明確に伝えるた
め、以下のような一文を補足として加えていただくことも有効かと思います。
“Hiroshima kagura didn’t develop in isolation. It needed stable villages, shrines, and patrons. Sites like 
Mibu Castle were the political backbone that allowed these communities—and their ritual arts—to continue 
for centuries.”

6.ストーリーブックについて
配布したストーリーブックについて、内容の分かりやすさ、情報量、体験理解への貢献度についてご意見をお聞かせくだ
さい。改善点があれば具体的にご記載ください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

6
ストーリーブックについては、現状ですと情報誌と差異がないように感じました。その土地の情報を載せるということではなくて、ツアーを通し
て各所でどういったことを体感してほしいか、ツアーの「核」にどのように紐づいているのか？そういったガイドブックにできると、参加者に能動
的に読んでいただける内容になるかと思います。

7 とてもよかったです。必ず必要かと思います。

8

ストーリーブックの役割次第で評価は変わりますが、15万円以上を支払う参加者は、読むことよりも、ガイドによる魅力的な説明を期待
する傾向があります。

タイトルの「Did you know Kagura?」は再考の余地があります。

内容自体は概ね整理されていますが、記載されている内容が実際に体験できることが重要です。
有田八幡神社の精緻な彫刻や、伝承館2階の見学については、記憶に残っていません。

4ページ目の文章はやや大げさで、「人生の羅針盤となる普遍的意味を探す」という表現は、期待値を上げすぎる可能性があります。

また、山陰・山陽といった地理的区分や、すでに現地にいる参加者にとってアクセスマップが必要かどうかなど、ターゲット理解の再検討も
必要です。

用語集や、簡単な方言フレーズを掲載するのも有効だと思われます。

6.ストーリーブックについて
配布したストーリーブックについて、内容の分かりやすさ、情報量、体験理解への貢献度についてご意見をお聞かせくだ
さい。改善点があれば具体的にご記載ください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

1
２と６で回答済み。コンセプトとして考えられるのは２通りではないか。①日本古来からの五穀豊穣文化と伝統的な農村での暮らし
（ジブリ的な世界観）、②古事記等の世界観を没入体験（北広島町は神話の世界の入り口）

2

◇コンセプト：里山の暮らし・稲作・神社・神楽 がとても上手く組み込んであると感じました。一番わかりやすかったのが、小田さんが、神
社で宮司さん→立盛で地元を盛り上げようとする若者→神楽でスサノオ。宮司さんがスサノオとして登場されてあのような演技を見せて
下さるとは、お客様も驚かれること間違いなし。日本人と神社、伝統文化の継承の努力を文字通り目の当たりできる、このツアーだからこ
そ体験できるシーンの数々です。また、「立盛」で有田神楽団の団長さんや、東山神楽団の副団長さんであり北広島町勤務の田辺さん
らと交流できるところも、単なる芸能鑑賞・体験以上の、地元の皆さんの生活に入り込める、このツアーならではの特別の機会です。有
田神楽団団長さんのお話はとても良かったので、よい通訳を入れてぜひ皆さんに聞いてもらいたいです。

◇このツアーに15万円を支払って参加なさるゲストは、やはり神楽ファンになるのかなと思います。「広島神楽定期公演」には2025年4-
12月に6831名の外国人が訪れ、外国人、国内外の旅行会社やOTAにも認識が広がっています。このツアーの集客にこちらの公演を
利用させてもらうことは可能でしょうか？

3 全体的なコンセプトは理にかなっていますが、各プレイヤーは自分の役割を理解する必要があります。私が尋ねるまで、なぜ神社を訪れた
のか（そしてそれが神楽とどう結びついているのか）は全く分かりませんでした。

4
地域が神楽を大切に保全・継承しつづけた歴史・取組は良く理解出来ました。その上で伝統芸能の保全活動により共感を誘い再来訪
を促すための工夫について更なる検討が必要と思います。例：宿泊先をホテルではなく（清潔感のある）農家民泊にすることでより深
い交流や関係構築を促しリピーター化を企図するなど。ターゲットは変わるかもしれませんが。

5
ツアーのコンセプトは非常に独自性が高く、地域に深く根ざしたコミュニティを体験できる貴重な機会を提供していると感じました。対象と
なるお客様層はやや限定的かもしれませんが、この独自性こそが大きな強みであり、本物の文化体験を求める旅行者に非常によく合致
していると考えます。

6

・母数が多いので、たくさん触れられる機会がある。
・生活に根付いている「宮神楽」。
という二点で、他地域との差別化や独自性はあると思います。
が、現状の神楽が御神事としての神楽とは少し距離があるので、軸を神秘性みたいな表現にしてしまうと合わないかもしれません。ともす
ると、大人のクラブ活動のように見えてしまうので、広島神楽のエンターテインメント性と、生活とどれだけ深く密着していて、そこにどのような
信念があって、日本人の、日本文化の素敵な部分としてどう表現していく必要があるのかは、再検討が必要と感じます。

7

これは、神楽の専門家さんに「有田神楽とは何か」「その魅力や特徴」「どのような物語が演じられているのか」について、2ページ程度の
紹介文を書いていただく良い機会かもしれません。ストーリー性のある形でまとめることができれば、プロモーション資料、ストーリーブック、
SNSなど、さまざまな場面で活用できると思います。
また、ツアーのプロモーションの一環として、有田神楽の皆さんや山口の関係者の方々のSNS発信をサポートすることも重要だと感じてい
ます。多くの参加者が、帰国後も彼らをフォローしたり、つながりを保ちたいと思うはずですし、SNSは参加者自身が体験を共有する場と
しても非常に有効です。

8

正直なところ、ツアーのコンセプトがやや分かりにくいと感じました。
ストーリーブックでは神楽中心の印象ですが、実際の体験では「稲作を中心とした暮らしと、その表現としての神楽」が主軸のように感じら
れました。

壬生山での導入説明の最後に、参加者に持ち帰ってほしい理解や視点を明確に言語化することが重要だと考えます。

7.ツアーコンセプトについて
本ツアーのコンセプトについて、「伝わりやすさ」「独自性」「訪日外国人向け商品としての魅力」などの観点からご意見を
お聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

1
広島神楽（島根含む）は、他地域と比べて、お囃子やテンポ、衣装や演出が大きく異なるため、現地で間近で観賞できる意義は大き
い。特に、地域の人が普段から体験する神社での夜通しの神楽の雰囲気を体験できるのが良い。あとは、終了後に衣装やお面着用体
験、太鼓や楽器体験等もありえるだろう。

2

◇広島で外国人が神楽鑑賞できるのは「広島神楽定期公演」4-12月毎週水曜日（英語字幕あり）があります。
他では英語字幕はありませんが、神楽門前湯治村で週末の神楽上演、他、神楽競演大会、神社の祭りなどがあります。今回のツアー
における神楽鑑賞は、それらと比べ ①神社の神楽殿で鑑賞ができる ②少数のゲストなので独占感が半端なく、臨場感もすごい。特
に八岐大蛇が火を吹きながらあそこまで眼前に迫ってくるなどは他では経験できません。

◇上演前に、きちんとした「神楽の説明」がありませんでした（即興でのお話でした）が、ここは、言うべき説明をしっかりと決め、通訳とも
打ち合わせをして、「特別なショーのスタート」をすべきです。

◇「神降ろし」ですが、お客様によって結構長い時間に思えるのではと心配します。この儀式の意味、動きの意味（お米をひと粒もこぼさ
ぬよう扇で受けているなど）を事前に説明しておくことは大切です。

◇「八岐大蛇」は演目として大変華やかで動きが激しく見栄えがするものです。さらにストーリーもわかりやすいので、外国人向けとしては
一番適していると思われます。ただやはり台詞については、翻訳があった方が格段にストーリーを理解しやすくなると思います。あの舞台の
雰囲気を壊さないよう、例えば紙の字幕をつくり、めくりながらお客様に見ていただくなどはいかがでしょうか？

3
神楽を舞台で見るのと比べると、事前に劇団員の何人かに会うことができたこともあり、より生々しく、より「ローカル」な感じがしました。オロ
チは本当に素晴らしく、多くの人が魅了されると思います

4
他の神楽を鑑賞したことがない為、他の地域の神楽との比較・評価はできないが、能や歌舞伎などある意味上質な芸能鑑賞とは別物
と感じました。翌日の狂言のように少し体験させてあげてみてもいいかも。

5
神楽を間近で体験できる点は、本ツアーの非常に大きな価値だと感じました。東京などの大都市では、このような距離感での体験はほと
んど不可能です。いわゆる「穴場」的な体験である点も魅力的で、広島や福岡に関心のある旅行者の旅程に組み込む形で紹介するこ
とは、非常に効果的だと考えます。

6 設問7で回答済

7 交流があったため、付加価値はあると思います。「団長さんと知り合いになった」ことが自慢のたねになるかと思います。

8

北広島町の神楽は、日本でも希少な伝統芸能であり、精神性と娯楽性を兼ね備えています。能楽や歌舞伎と比べても分かりやすく、
観る者を惹きつける力があります。

進化を続ける歴史、担い手の情熱、若い世代にも受け継がれている点が、「もっと観たい」だけではなく「支援したい」と思わせる要素に
なっています。

8.神楽体験の価値認識について
今回体験した神楽について、「他地域でも体験できるもの」と比べて、北広島町ならではだと感じた点があれば具体的
にお書きください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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113
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

1

伝承館と神楽観賞以外は、コンセプトとの関連性や深く理解する部分が弱い。神楽団の方との交流は助けにはなっていた。観光客が、
神楽の演目は空想の演劇ような認識を持る可能性があるが、神楽の演目の背景が日本の文化や伝統（天皇制含む）、精神性につ
ながり、ストーリーの実際の古事記の舞台・場所が北広島町のすぐ裏側に実在する現実を理解してもらうことで、神楽の重要性をより感
じでもらえるのではないか。そういった導入と補足が組み込まれると良い。

2

私自身は、ツアーを通じてよく理解できましたし、その理由は上記で書かせていただきました。

今回の実証ツアーを、実際のツアーに仕上げていく際の大きな課題は、本番では日本語が理解できないゲストが参加されると言う点です。
今回の実証ツアーは日本に長年住み日本文化も日本語も十分理解されている方の参加でしたが、実際そうでないお客様が参加され
ると様子はまったく違ってきます。
今回、たくさんの見どころについて様々な方から興味深いお話がありましたが、それらが実際のツアーでゲストの興味を引くためには、下記
の点を認識しておくことが大切です
① 通訳を入れると、時間が２倍以上かかる。
② 外国人に刺さる話はどこか。どの話は刺さらないか、見極めて話を準備しておくべき。

例：伝承館で「花笠踊りの花笠は男性しかかぶらない、その理由は・・」「虫おくり（サネモリ人形）」などの話は、日本人にはとても
興味深いが、外国人が聞いても面白いか？

例：「神社はお願いをするのではなく、神様にお祈りと感謝をするところ」「いろいろな『気』」「天照大神・ニニギノミコト・大国主命・新
嘗祭･･･」など、とても興味深い話が続いたが、これら全てに通訳を入れて話すと相当長くなるため、お話を絞り、簡潔に述べていただくこ
とが大切。

例：壬生城跡・伝承館・神社などで歴史の話をする際、毛利元就ら武将の名前を並べて詳しく説明をしても、伝わりにくいことが多
い。（日本歴史の背景知識が無い方には難しい）
③ 通訳するのが難しい箇所があります。宮司さんの「気持ち・気遣い・気をつける･･･」の言葉などは、どう通訳するかあらかじめ決めてお
かないと、即興では難しいです。そのような場面がいくつか有りました。
従いまして、通訳を入れる際は、説明は今回の半分以下しか話す時間が無いことを踏まえた上で、外国人に刺さる話に絞り、簡潔にわ
かりやすくまとめていただくこと。そして難しいところをどのように訳すべきか、通訳が説明者と事前にすりあわせることができたら良いと思いま
す。

実証ツアーの時に申し上げましたが、外国人向けのツアーでは、通訳ガイドが大変に重要な仕事を任されているにもかかわらず、「よいツ
アーになっているはずだから、あとはガイドさん次第だから、上手くやってね」と放り出されることが良くあります。準備をしっかりとして仕事に臨
みたいけれども、通訳の原稿などは事前にもらえないことも多いです（通訳は何でも上手く通訳できると思われている）。そういうことが重
なると、現場で通訳ガイドは孤独になりがちです。ですので、ツアーに関わる方全員で、通訳のところまで一緒に考えて下さると、通夜ガイ
ドとしてはとてもありがたいはずです。ゲストの人数にも寄りますが、ガイドを２名付けるのも一案だと思います。ゲストにより手厚く接するこ
ともできます。

もちろん、日英ネイティブで、神楽をはじめ日本文化に精通した通訳さん、ガイドさんもおられますので、そういった方にお願いできればベス
トだと思います。また、今後は部分的に同時通訳の機器を取り入れるなど、進化した工夫ができるようになってくると思います。

3
この点はまだ少し物足りないかもしれません。ある程度は感じましたが、もう少し強調する必要があると思います。街中に、そういった体験
ができる場所は他にありませんか？あるいは、英語を話せる地元の方を見つけて、一緒に来てもらって、どのように繋がっているのか理解し
てもらうことは可能でしょうか？

4
町中が神楽を想起させる何かで満ち溢れているかと言えばそうでもないが、ツアーに参加し説明を受けることで神楽を大切にしている町で
あることは一定理解出来ました。

9. 「神楽と生きる町」という文脈の伝わり方
神楽が地域の暮らしや信仰と結びついていることについて、十分に理解・実感できたでしょうか。
そう感じた理由、または分かりにくかった点をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回



114

114
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 ご意見

5

地域の方々の立ち居振る舞いを通して、神楽がこの土地の人々の生活や信仰と深く結びついていることを強く感じました。観客の一人が
「こんな寒い中、なぜ神楽の練習をするのですか」と尋ねた際、年配の演者の方が「それが当たり前だから。好きなんでしょうね」と答えられ
た場面は特に印象的で、神楽がごく自然に地域に根付いていることを象徴していると感じました。

西洋的な視点から見ると、金銭的な報酬がない中で多くの時間と労力を神楽の稽古に費やす理由は、必ずしも分かりやすいものではな
いかもしれません。しかし、今回の体験を通して、神楽がこの地域の歴史や土地の気質そのものと深く結びついており、人々が誇りを持っ
て受け継ぎ、他者と分かち合おうとしていることがよく伝わってきました。

一つの提案として、海外のお客様に向けて比較的な文脈を補足していただくことも有効だと感じます。現在、神楽が他の多くの地域では
日常的に体験できるものではなく、特に地域住民によって生きた文化として継承されている例は限られていることを説明することで、この
町の特別さがより明確に伝わると思います。

6
年間の行事は分かりましたが、暮らし(現代の日常)との関連性が見えない(体感する機会もない)ので、「神楽と生きる」というキャッチフ
レーズのイメージまでは到達できなかったです。

7 Our Town is ALIVE with Kaguraはもう一つの案になるのではないかとおみます。とても実感できました。

8

この点については、現状では十分に伝わっていないと感じました。
知識のある通訳ガイドであれば補足説明で補える可能性はありますが、ツアー構成として、より明示的に示す必要があります。

伝承館では神楽が4分野の一つに留まっているため、生活との結びつきを強調するストーリー展開が求められます。

また、神楽団が70団体あると説明されても、実際に触れるのが有田神楽団のみであれば、参加者は誤解する可能性があります。
若いガイド自身の神楽体験や、絵付け体験中の団員との会話は、その理解を深める重要な機会です。

こうした小さな交流の積み重ねと、整理された物語によって、**「神楽と生きる町」**という概念が伝わると考えます。

9. 「神楽と生きる町」という文脈の伝わり方
神楽が地域の暮らしや信仰と結びついていることについて、十分に理解・実感できたでしょうか。
そう感じた理由、または分かりにくかった点をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

10.北広島町コンテンツの「商品としての核」
北広島町の体験全体を振り返って、「このツアーの核（売り）になる」と感じた要素は何でしょうか。その理由とあわせて
お聞かせください。

回答者 ご意見

1
夜に神社で間近に神楽を観賞でき、神楽団と交流できること。できれば、松明などがあり、神社の社殿で観賞できれば雰囲気がよりよい
演出になると思われる。

2

設問9に書きましたが、
「里山」と呼ばれる広島の山間地を訪ねて、そこに住む人たちの心の中心にある「稲作」「神」「神楽」を1日半のツアーの中で間近に触れ
ることができることに、核があると思います。

もちろん、このツアーに参加されるゲストの興味が、「里山」にあるのか、「神楽」にあるのかというと、「神楽」になるのかな、と思います。そし
て神楽ファンでしたら、たまらないツアーになると確信いたします。

3
神楽、特に大蛇を間近で生で鑑賞し、衣装や面を実際に見て触れることができるのが最大の魅力です。面の絵付けも楽しかったです
（ただし、この体験、意味、そして絵付けの理由について、もっと分かりやすい説明があれば良いのですが）。一日・一泊ツアーとしても良
いかもしれません。

4 有田八幡神社での神楽鑑賞。城跡や伝承館は神楽鑑賞の価値を高めるためのオードブル・伏線と理解しました。

5

地元の演者の方々と直接触れ合える神楽体験こそが、本ツアー最大の強みだと感じました。こうした交流の様子を高品質な写真で撮
影し、パンフレットや販促資料に活用することで、大きな訴求力を持つと思います。この要素はツアーの感情的な核となる部分であり、将
来の参加者を強く惹きつけるでしょう。また、道の駅舞ロード(大太鼓) での太鼓体験・撮影機会も、非常に良いプロモーション素材にな
ると考えます。

6
お若いですが学芸員さんとしっかり組んで設計していけたら、北広島独自のアプローチができるかもしれません。ご自身が生まれも育ちも、
あの土地に根付いていること。ご自身が神楽をやるためにその土地に就職して、良さを伝えたいとあそこまで研究されていること。そのシン
プルな熱意は、日本のみならず、海外の方が触れていただいた場合でも、感動と共感と敬意を持ってくださると思います。

7
神楽をやっている方々や地域の方々との交流が一番の価値であると思います。Broadwayに行ってそのBroadwayスターと知り合いに
なったような気になります。

8

最大の訴求力は、やはりクライマックスとなる神楽公演です。
演者の技術と情熱、舞台設定が相まって、他にはない特別な体験となっています。

神楽の視覚的な魅力は、旅行会社や潜在顧客の関心を引く強力な武器です。
そこに「今も生き続け、進化する伝統」と「広島からアクセス可能な日本の原風景での没入体験」という物語が加わることで、非常に競争
力の高い商品になると考えます。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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116
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

エリア② 山口市 開催日:10月17日(金)～18日(土)

日程表を貼り付け

※ルートイン山口の名前は不要
※湯田温泉宿泊と記載

https://jtbcorp.box.com/s/7hv1rw68hpdctjk0h
p8ta2yfachc3b5o

方面： 山口市

期間： 2025 年 10 月 17 日（金）～2025 年 10 月 18 日（土）

日次 月日曜 行程 食事

1
10/17

(金)

12:15 新山口駅

12:30 元祖かわらぞばたかせ ごはん処りゅう庵

13:30 洞春寺 (①鷺流狂言実演 30 分、②体験 30 分、➂＋αの議論)

15:00 一の坂川、龍福寺、大内氏館跡 池泉庭園、イタリア食堂ベケ等 (演者とめぐる景勝地)

17:00

18:30 TONBO

① 鷺流狂言様、洞春寺様、

② 事務局側(OUGI 様、後藤様、ジャーマン様、JTB 広島)

③ 中国運輸局様(３名)

ご宿泊：山口市内 湯田温泉泊

朝：－

昼：○

夕：○

2
10/18

(土)

～湯田温泉(散策)

09:00 チェックアウト

朝：〇

昼：－

夕：－

＜行程表＞

行程 食事

1
(金)

12:15 新山口駅 (7:12 東京発-新山口 11:33 着)

13:00 洞春寺 (①鷺流狂言実演 30 分、②体験 30 分、➂＋αの議論)

15:00 一の坂川、龍福寺、大内氏館跡 池泉庭園等 (狂言師とめぐる景勝地)

17:00

18:30 TONBO

① 鷺流狂言様、洞春寺様、

② 事務局側(OUGI 様、後藤様、ジャーマン様、JTB 広島)

③ 中国運輸局様(３名)

ご宿泊：山口市内 湯田温泉泊

朝：－

昼：－

夕：○

2
(土)

09:00

12:00 北広島(昼食) ※全体概要・コンセプト共有

『昔からの北広島の田舎暮らしを知り、生活の中で紡がれてきた伝統芸能を鑑賞する』

13:30 龍頭山(山頂ハイキング) 北広島町を 360°見渡せる場所。滞在する北広島町の土地感覚を体感する。

14:00 龍頭山麓 駒ヶ滝

15:00 農家の手仕事体験デモンストレーション(手で稲刈り or 渋柿採り)

16:00 休憩＆ディスカッション

17:00 有田八幡神社及び神楽面工房 (職人にふれる)

18:00 夕食 (交流会)

19:30 金棒作り体験

20:00 有田神楽団団長とMTG (八栄神楽団。岩戸集会場にて)

21:00 有田神楽団鑑賞

ご宿泊：北

朝：〇

昼：〇

夕：○

３
(日)

09:00 チェックアウト

10:00 北広島町の方が大切にされているなじみ深い場所(寺社仏閣など)

14:00 広島駅(解散予定)  ※北広島町内の視察内容により変更可能性あり

朝：○

昼：ー

夕：－

旅行方面 ・北広島町

旅行期間 年 10 月 17 日（金）～2025 年 10 月 19 日（日）2 泊３日

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第１回
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117
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

エリア② 山口市 開催日:10月17日(金) ～18日(土)

参加者名簿を貼り付け
※山口名簿のみ

https://jtbcorp.box.com/s/z30edo7ogwz81prw
rzbb1zjyd6fqlgvv

区分 所属 名前 その他

1 山口関係者 山口鷺流狂言保存会 米本 太郎

2 洞春寺 深野 宗泉

3 株式会社インターン 岡藤 凛太郎

4 留学生

5 留学生

6 有識者 ジャーマン・インターナショナル ルース・マリー・ジャーマン

7 株式会社OUGI 鈴木 雅己

8 株式会社OUGI 加藤 亜祐美

9 株式会社MAKES 後藤 直哉

10 運営スタッフ 株式会社JTB広島支店 山口 啓介

11 株式会社JTB広島支店 安藤 真雄

12 株式会社JTB広島支店 竹村 純

13 株式会社JTB山口支店 山本 洋介

14事務局 中国運輸局 柏木 実

15 中国運輸局 山崎 慎平

16 中国運輸局 中村 雪乃

（順不同・敬称略）＜参加者＞

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第１回
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118
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

エリア② 山口市 開催日:1月22日(木)ー23日(金)

日程表を貼り付け
山口部分のみ

https://jtbcorp.box.com/s/nb4f3ghp5sf2gk5qrc
u6aarjvr326oyi

日次 月日曜 行程 食事

2
1/22

(木)

10:30 出発

12:30 元祖かわらそば たかせ・ごはん処りゅう庵店 (昼食)

13:30 出発

14:00 洞春寺到着

・ 鷺 流 狂 言 紹 介 ( 発 声 ・ 所 作 )

・ 鷺 流 狂 言 鑑 賞 演 目 ： 「 鬼 瓦 」

15:00 洞春寺見学

15:30 狂言師とめぐる景勝地 (一の坂川等／地域が大切にしている蛍の関係を伝える)

16:00 山口ふるさと伝承総合センター

16:30  龍福寺、池泉庭園等(当日変更：カフェ交流)

17:30 イタリア食堂べけ (夕食＆演者や地元の人との交流)

 21:00 湯田温泉チェックイン

ご宿泊：湯田温泉

朝：〇

昼：〇

夕：○

３
1/23

(金)

09:00 チェックアウト

09:30 洞春寺

           ・装束や面(おもて)に触れる体験

・即興演目の指導、実演

12:30 ホテル梅乃屋

15:30 広島駅

朝：〇

昼：〇

夕： ー

＜行程表＞
ご旅行方面： 山口市

ご旅行期間： 2026 年 1 月 22 日（木）～2026 年 1 月 23 日（金）1 泊2日

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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119
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

エリア② 山口市 開催日:1月22日(木)ー23日(金)

参加者名簿を貼り付け
※山口名簿のみ

https://jtbcorp.box.com/s/96sagixfei2mv2ipbyr
msyi6mgil8998

区分 所属 名前 1/22(木) 1/22(木) その他

宿泊 交流会

1 事務局 中国運輸局 山崎 慎平 〇

2 中国運輸局 中村 雪乃 〇

3 中国運輸局 藤井 浩子

4 中国運輸局 池田 竜太朗

5 招請者 株式会社JIZO HAT ポール・ウォルッシュ 〇 〇 ベジタリアン

6 元All About Japan社 キアラ・テルズオロ 〇 〇 ヴィーガン

7 ジャーマン・インターナショナル リラ・クロッフェンシュタイン 〇 〇

8 ジャーマン・インターナショナル ルース・マリー・ジャーマン 〇 〇

9 有識者 株式会社OUGI 鈴木 雅己 〇 〇

10 株式会社OUGI 加藤 亜祐美 〇 〇

11 株式会社MAKES 後藤 直哉 〇 〇

12 株式会社JTB 市川 功 〇 〇

13 運営スタッフ 株式会社JTB広島支店 山口 啓介 〇

14 株式会社JTB広島支店 安藤 真雄 〇

15 株式会社JTB広島支店 道下 ひより 〇

16 株式会社JTB山口支店 山本 洋介 〇

17 通訳 通訳ガイド 佐藤 仁美 〇

18 交通事業者 八重タクシー ドライバー 〇

19 山口関係者 山口鷺流狂言保存会 米本 太郎 〇

20 洞春寺 深野 宗泉 〇

21 maru旅遊社 丸本 華代 〇

22 TYSミックス マイケル・シドニー 〇

23 山口観光コンベンション協会 眞田 直也

24 山口観光コンベンション協会 古屋 剛

25 山口通訳案内士 田村 瀬津子 〇

26 山口市観光交流課 藤山 正直 〇

27 山口市観光交流課 風間 康聖 〇

28 山口地区タクシー協会 大隅 正和 〇

29 湯田温泉旅館協同組合 吉本 康治 〇

30 山口朝日放送株式会社 竹本 和仁

（順不同・敬称略）＜参加者＞

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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120
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

1.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイント

本ツアーは、1名あたり15万円での販売を想定しています。この価格で販売するために、「特にブラッシュアップすべきシー
ン・要素」はどこだとお考えでしょうか。改善すべきコンテンツを選んで、また、その理由をあわせてお聞かせください。
※旅行代金には鷺流狂言体験代・食事代・宿泊代・多言語ガイド代が含まれます。（複数選択可）

□元祖かわらそば たかせ  □狂言鑑賞＆洞春寺 □狂言の演者と巡る景勝地
□ふるさと伝承総合センター  □龍福寺   □イタリア食堂ベケ
□山口湯田温泉(宿泊)  □装束体験      □狂言体験(発声・所作など)
□その他

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

3.スケジュール（体験時間・移動時間）について
ツアー全体の時間配分や、移動時間の長さ・テンポについて、改善した方がよいと感じた点があればご意見をお
聞かせください。

4.お食事について
本ツアーにおけるお食事内容について、味・内容・演出・地域性の観点からご意見をお聞かせください。商品価値
を高めるために改善できる点があれば併せてお書きください。

5.演出について
本ツアー全体の演出（雰囲気づくり、進行、見せ方等）について、印象に残った点、または改善すべき点があればご
意見をお聞かせください。

6.ストーリーブックについて
配布したストーリーブックについて、内容の分かりやすさ、情報量、体験理解への貢献度についてご意見をお聞かせくだ
さい。改善点があれば具体的にご記載ください。

7.ツアーコンセプトについて
本ツアーのコンセプトについて、「伝わりやすさ」「独自性」「訪日外国人向け商品としての魅力」などの観点からご意見を
お聞かせください。

8.狂言の理解しやすさについて
今回の狂言体験について、内容や面白さは理解しやすかったでしょうか。そう感じた理由、または分かりにくかった点を具
体的にお書きください。

9.狂言の魅力(面白さ・知的満足度)について
狂言のどのような点に魅力や面白さを感じましたか。(例：ストーリー、即興性、演者の表現、笑いの質等)印象に残っ
た点を自由にお書きください。

10.山口市コンテンツの「商品としての核」
山口市の体験全体を振り返って、「このツアーの核（売り）になる」と感じた要素は何でしょうか。その理由とあわせてお
聞かせください。

■山口市（洞春寺×鷺流狂言）のアンケート内容
この度は、『KYOGEN’S BATON DID YOU KNOW KYOGEN?～600年以上続く狂言 地域の魅力と文化伝承の
バトン～』のモニターツアーへご参加頂き、誠にありがとうございました。ご参加頂いた皆様のご意見やご感想を頂戴し、より
充実したツアーになるように改善して参ります。つきましては、下記の質問へご回答頂けますようお願い致します。※率直な
ご感想をお伺いさせて頂きたく、フリー記述にさせて頂いております。【1/29(木)】までにご回答頂きますようご協力よろしくお
願い致します。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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121
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

1.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイント

本ツアーは、1名あたり15万円での販売を想定しています。この価格で販売するために、「特にブラッシュアップすべきシー
ン・要素」はどこだとお考えでしょうか。改善すべきシーンやコンテンツを選んで、また、その理由をあわせてお聞かせください。
※旅行代金には神楽鑑賞代・体験代・食事代・宿泊代・多言語ガイド代・ツアー中のタクシー代が含まれます。（複数
選択可）

□元祖かわらそば たかせ  □狂言鑑賞＆洞春寺 □狂言の演者と巡る景勝地
□ふるさと伝承総合センター  □龍福寺   □イタリア食堂ベケ
□湯田温泉(宿泊) □装束体験  □狂言体験(発声・所作など)
□その他

回答者 価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイント

1 湯田温泉(宿泊);その他;

2 湯田温泉(宿泊);

3 イタリア食堂ベケ;湯田温泉(宿泊);龍福寺;狂言の演者と巡る景勝地;

4 その他;

5 狂言の演者と巡る景勝地;ふるさと伝承総合センター;龍福寺;イタリア食堂ベケ;湯田温泉(宿泊);その他;

6 狂言鑑賞＆洞春寺;ふるさと伝承総合センター;イタリア食堂ベケ;狂言体験(発声・所作など);

7
元祖かわらそば たかせ;狂言鑑賞＆洞春寺;狂言の演者と巡る景勝地;ふるさと伝承総合センター;龍福寺;湯田
温泉(宿泊);狂言体験(発声・所作など);

■山口市（洞春寺×鷺流狂言）のアンケート結果 回答者7名

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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122
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 理由

1

湯田温泉(宿泊);その他;

◇15万円の価格設定につきましては、宿泊と食事が肝心だと思います。
・夕食は経験しませんでしたので、コメントなし。
・宿泊施設ですが、やはりもう少し上のランクのホテルもしくは温泉旅館が良いと感じました。ベッドは寝心地良かったですし、全体的に

きれいなホテルでしたが、温泉には韓国人の団体様が大勢入っておられ、浴槽にゴム草履を履いて入るなど、マナーをご存じなくて、がっ
かりの状況でした。

◇狂言体験において、①衣装を着用時の写真、②即興狂言披露の際の動画 をプロが撮影し、お土産として持ち帰っていただくなどは
いかがでしょうか。

2

湯田温泉(宿泊);

ホテル自体は悪くないですが、ちょっと山口感が少ないかもしれません。最終日にランチ食べた旅館のほうが雰囲気がよさそうでした。

3

イタリア食堂ベケ;湯田温泉(宿泊);龍福寺;狂言の演者と巡る景勝地;

狂言の演者と巡る景勝地：行程表では30分と記載あったが実際はもっと長かった。どこの地方都市でも見かける光景のため特別感は
感じなかった。

龍福治：奈良や京都あるいは宮島の厳島神社などと比較し優位性を感じなかったのであえて洞春寺に加えて案内すべきか必要性を
感じなかった。

ベケ：お値段（＠１ドリンク付7,000円）とおりの味・雰囲気で15万円のツアー代金にはふさわしいとは感じなかった。（決して美味
しくない訳ではない。ティラミスはとても美味しかったです）

今回は同時に大人数が来店し、スタッフ要員も不足していたらしいのでしかたないが、それぞれの料理や食材についてのストーリーの説
明などあっても良かったのでは。

ホテル：レストラン同様でホテル自体は清潔感もあり温泉入浴もできるので良かったですが、ツアーフィ―に見合わない。清潔感のある
旅館の和洋室くらいを提供したい

4

その他;

全体として、各アクティビティはよく構成されており、価格に見合った内容であると感じました。訪問時は非常に寒い天候でしたが、天候が
良い時期であれば、さらに魅力的で満足度の高いツアーになるだろうと感じました。

特に印象的だったのは、米本さんの関わりです。無形文化財保持者であるというご経歴は、このツアーに非常に大きな価値と深みを与
えています。演者の方々に対して丁寧に狂言を解説されていた時間は、とても特別で貴重な体験でした。特定の方を強調することに違
和感を感じられる場合もあるかと思いますが、海外のお客様にとっては、その価値や背景を明確に伝えることで、ツアーの魅力がより伝わ
るのではないかと感じました。

価格とは直接関係しない点かもしれませんが、山口が新幹線の停車駅から近いという点も、お客様にとって大きな魅力だと感じました。
他の旅行計画と組み合わせやすい点を伝えることで、安心感や利便性を感じていただけると思います。

5

狂言の演者と巡る景勝地;ふるさと伝承総合センター;龍福寺;イタリア食堂ベケ;湯田温泉(宿泊);その他;

受け入れ人数によって街歩きを担当する人物や訪問先、また、懇親会の食事箇所は調整が必要であると感じました。今回のように人
数が多すぎると、ガイドとのコミュニケーションが希薄になり、ただのそぞろ歩きになってしまい、特別感や思い入れが生まれにくいと感じまし
た。受け入れの人数をどのように設定するかで演出も変わると思います。

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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123
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 理由

6

狂言鑑賞＆洞春寺;ふるさと伝承総合センター;イタリア食堂ベケ;狂言体験(発声・所作など);

このツアーのあらゆる要素は素晴らしい内容を持っており、お一人あたり15万円の価値を十分に生み出せる可能性があると感じました。
前回の評価でお伝えした送迎車両についてのコメントもご確認いただきたいのですが、このツアーは広島駅前からスタートし、最初の寺
院へ直接向かう形にすることも可能だと思います。

1）狂言鑑賞について
狂言の鑑賞は素晴らしく、物語の説明も十分でちょうど良い分量でした。この部分は、参加者が公演を存分に楽しめるよう、楽しく分か
りやすく通訳されることが非常に重要だと思います。

公演は2回に分け、間におまんじゅうとお茶の休憩を挟む形も良いかもしれません。あるいは、2回の公演の間に陶芸作品を見に行き、
天気が良ければ屋外で、あるいはお寺の中でお茶を楽しむのも素敵だと思います。

お寺の入口は美しく、広々としていて、非常に清潔感がありました。狂言舞台の後方にある屏風も素晴らしいので、その絵柄の物語につ
いても説明があると良いと思います。

僧侶の方は、もう少しきりっとした装いだと、全体の特別感がさらに高まるように感じました。関わる方全員が整った身なりで清潔感のある
印象を与えることで、体験の上質さがより強調されると思います。

馬やヤギを見に行く必要はあまり感じませんでした。少し汚れて見えたためです。ただし、子どもが参加しているグループであれば、丘の上
に行くのは楽しい体験になるかもしれません。

2）ふるさとセンターについて
ふるさとセンターはとても良かったですし、2階の狂言ゲームはぜひ皆さんに体験していただきたいです。とても楽しく、米本さんご本人が登
場するのも素晴らしいポイントでした。

ここでは、展示されている美術品や萩焼についての丁寧な説明があるとさらに良いと思います。また、ここでお茶や軽いお菓子などを用意
して、少し休憩できる時間があると喜ばれるのではないでしょうか。

3）食事について
猫が自由に歩き回っていることを気にされる参加者もいるかもしれません。お料理はとても美味しかったですが、提供までに時間がかかり
すぎる点が気になりました。ツアー対応の際にはスタッフをもう一人増やすなどの工夫があると良いと思います。たとえ食事代が多少上がっ
たとしても、スムーズに料理が提供される方が満足度は高まるはずです。
また、パンとバター、あるいはバルサミコオイルなどが最初に出てくると、料理を待つ間も楽しめて良いと思います。

4）衣装体験について
体験内容は本当に素晴らしく、参加者全員がとても楽しんでいました。進行のテンポも良かったです。ただ、通訳が入る場合には、衣装
の背面にあるデザインの意味、袴とは何か、どのような場面で着用されるのか（「スーツ」や「タキシード」の例えはとても分かりやすかったで
す）、色の違いと日本の歴史や文化との関係、そして衣装がどこでどのように作られているのか、といった点に焦点を当てて説明していた
だくと良いと思います。

その後で動きの練習や衣装の試着に入ると、理解が深まるはずです。衣装が足りない場合には、衣装を着用しない参加者も物語の中
の役割に参加できる形にするのも良いかもしれません。

また、きちんとした身なりの女性スタッフが着付けを手伝ってくださるのは、体験の格を上げ、参加者に特別感を与える素晴らしい演出だ
と感じました。衣装を着ない参加者も、米本さんのように声をしっかり出して狂言のセリフを練習する体験は、きっと楽しめると思います

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 理由

7

元祖かわらそば たかせ;狂言鑑賞＆洞春寺;狂言の演者と巡る景勝地;ふるさと伝承総合センター;
龍福寺;湯田温泉(宿泊);狂言体験(発声・所作など);

① 山口という目的地の位置づけについて

山口のように海外ではまだ十分に知られていない目的地においては、「訪れる価値のある場所である」という信頼性や背景を示すことが
重要であると考えます。山口の場合、その魅力の核となるのは、日本史に詳しくない方々にとって意外性のある、歴史的な重要性にあ
るのではないでしょうか。

詳細に立ち入らずとも、大内家の歴史を紹介することで、なぜ現在では比較的静かな地方都市に見える山口が、14～15世紀にこれ
ほど重要かつ富裕な地域であったのかを十分に説明することができます。
徳川幕府の鎖国政策については耳にしたことのある海外の方も多く、大内家が当時アジア各地と持っていた交流やつながりは、大きな
驚きと関心をもって受け止められると思われます。

常栄寺雪舟庭園および瑠璃光寺は、西洋の旅行者にとって非常に魅力的な建築・文化遺産の好例です。「禅庭園」は海外でも非常
に人気の高い概念であり（ウェブ検索キーワードとしても有効）、これらの訪問を通じて「西の京」という呼称が決して誇張ではないことを、
直感的に理解してもらうことができます。
また、大内家による芸術文化（能楽など）への庇護は、海外貿易によってもたらされた富と結びつけて説明することで、物語としても非
常にわかりやすくなります。大内義隆の悲劇的な最期と、それに続く毛利氏の台頭、洞春寺との関係へと話をつなげることも可能であり、
全体として一貫した歴史的ストーリーを構築できると考えます。

優れたコピーライティングと的確な通訳があれば、これらは非常に印象的でドラマ性のある物語となり、山口の歴史的価値を明確に示す
と同時に、鷺流狂言の歴史的系譜を理解するための舞台設定としても有効です。

② 主要見どころの組み込みについて

山口市内の比較的知られていないエリアを紹介したいという意向は理解しておりますが、実情としては、ニューヨーク・タイムズで取り上げ
られた後であっても、山口の主要な観光地は西洋の旅行者にはほとんど知られていません。
本ツアー参加者が山口で追加滞在をする可能性は高くないと考えられるため、瑠璃光寺五重塔や常栄寺雪舟庭園を訪問しないまま
帰ることになれば、不満を感じる方も少なくないと思われます。

この二つの名所をしっかりと行程に組み込み（特に常栄寺雪舟庭園では、茶堂でのお抹茶サービスを含めることで）、満足度と「体験
価値」を高めることができ、結果として他のよりローカルな要素に過度な負担をかけずに済むのではないでしょうか。

③ 洞春寺の魅力をより強調することについて

洞春寺および深野住職の存在は、現状では十分に活かしきれていないように感じました。
洞春寺の歴史は、参加者がいかに貴重で歴史的価値の高い場所で特別な体験をしているかを実感させる要素であり、毛利氏との関
係は、江戸時代における能・狂言の継承とも自然につながります。

また、騎兵隊による刀傷は、山口の歴史が明治維新にまで連続していることを示す非常に生々しい痕跡であり、狂言という芸能が、時
代の大きな変動や権力者の興亡の中でも「日常」を描き続けてきたことを象徴的に伝えるものです。

深野住職ご自身の歩みも、海外の来訪者にとって非常に魅力的な物語です。哲学的な議論に深入りしなくとも、幼少期に奈良の大
仏に強い憧れを抱いたことや、隣接する児童養護施設との関わりなどを紹介することで、住職の芸術活動が自然に理解され、「少し変
わったお坊さん」という印象ではなく、一本筋の通った人物像として受け取られるでしょう。

同様に、水ノ上窯にて陶工の方と直接交流する機会があれば、行程にさらなる価値を加えることができると考えます。

※次ページに続く

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 理由

7

※次ページより
④ 狂言体験全体について

狂言体験全体の構成は非常によく練られており、完成度の高い内容であると感じました。一方で、最大の課題はやはり言語の壁であり、
これをどのように乗り越えるかが、商品価値を大きく左右すると考えます。

初回セッションについて

「鬼瓦」を演目として上演する前に、実物の鬼瓦を全員に示さなかった点は、やや惜しいと感じました。中庭のすぐ外に非常に良い実例
があっただけに、事前説明があれば理解が深まったと思われます。
上演時間が短い点は海外の方にとって好ましい一方、内容が理解できないままでは、退屈あるいはフラストレーションを感じてしまう可能
性があります。小声での同時通訳、もしくは演目をいくつかのパートに分けて逐次解説する方法も検討に値するでしょう。
「狂言の精神性を自然に感じ取ってもらう」ことを前提とするのは、海外の方にはやや難しいかもしれません。この点については、日本語を
ほとんど理解しない層を対象にしたテストを行うことを強くおすすめします。

最後の「笑い・泣き」の練習は、翌日の体験への良い導入となる、非常に良い締めくくりでした。

二回目セッションについて

装束体験
装束の説明、文様の意味、制作工程、職人についての解説は非常に興味深く、本体験の中で最も印象に残った部分でした。通訳を
介すると時間は長くなりますが、個人的には短縮せず、丁寧に行っていただきたい内容です。

狂言体験（発声・所作）
ミニ演目の体験は想像以上に楽しいものでしたが、日本語学習者（中級以上）には適している一方、一般的な海外旅行者にとって
は発音や意味の理解が難しく、心理的な負担になる可能性があります。

そこで、以下のような工夫が考えられるのではないでしょうか。
台詞の大部分は演者・指導者が担当し、参加者は非常に短い決まり文句や掛け声のみを発する
扇を使った所作など、言語に依存しない身体表現により重点を置く
前日に行った「笑い・泣き」の要素を必ず取り入れる
狂言のリズムや抑揚を使いながら、内容は簡単な英語で参加者自身の物語を語る形式
（通訳が意味を演者に伝え、対話型の体験とする）
工夫次第では、非常にインクルーシブで笑いの生まれる体験となり、新しい狂言表現が生まれる可能性もあると感じます。

⑤ その他の行程について

狂言演者と巡る景勝地
天候の影響もあったかもしれませんが、ルート自体は現代的で交通量も多く、特段の魅力を感じにくい印象でした。

ふるさと伝承総合センター
ツアーのテーマとの関連性が分かりにくく、訪問意義を理解することができませんでした。同エリアであれば、地元の伝統的な商店を訪ね、
店主と会話をする方が、海外の方には魅力的ではないかと思われます。

龍福寺
歴史的価値の高い寺院ではありますが、海外の方はすでに多くの寺院を見学している可能性が高く、強い印象を残すには相当な工夫
が必要です。本ツアーにおいては、瑠璃光寺を優先する方が適切ではないでしょうか。

※次ページに続く

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

回答者 理由

7

※次ページより

⑥ その他の提案

移動手段
トヨタ・アルファードのような車両を用いた移動は、体験の質を高めるプレミアムオプションとして有効です。現時点で地元事業者の投資が
難しい場合は、広島市内の事業者と連携し、市場性を確認する方法も考えられます。

宿泊施設
旅行会社やブティック系DMCが提案しやすくなるよう、松田屋ホテル、山水園、古稀庵などの宿泊オプションを用意することを検討しても
よいと思われます。

雨天時の代替案

山口情報芸術センター（YCAM）＋ 狐の足あと（足湯喫茶）

山口県立美術館 ＋ Log Coffee Roasters（モダン）またはドマーニ（レトロ）

焼き物巡り
- 宮野上周辺
- 明善窯

2.価格設定（15万円）に対するブラッシュアップポイントの理由
理由をお聞かせください。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

3.スケジュール（体験時間・移動時間）について
ツアー全体の時間配分や、移動時間の長さ・テンポについて、改善した方がよいと感じた点があればご意見をお
聞かせください。

回答者 ご意見

1

◇ツアーの始まりはどこになるのでしょうか？今回は瓦そば「たかせ」から始まりましたが、ツアーのイントロダクションはどこで聞けるのでしょう
か？瓦そばの説明などもゆっくり聞くことができませんでした。

◇１日目の狂言鑑賞の後の町歩き（ふるさと伝承センター、龍福寺含む）が、長すぎる気がしました。寒かったという理由も大きかった
と思いますが。途中でカフェに入って休めたのは良かったです。

◇この町歩きの時間を短くして、装束の紹介は１日目に行う。２日目はすぐに衣装を着て、即興演目の準備をする。ここにしっかり時間
をかけて、ある程度の演目が完成・披露できたら、ゲストの満足感もさらに高まるのではないかと思いました。

2

こちらもおそらく１日一泊向けのツアーだと思いました。また、逆順に行うと良いのではないかとも思いました。駅で迎えに来てもらい、街の
レトロな場所、ふるさと伝承総合センター、お寺などを散策し、その後、川沿いを歩いて狂言体験の会場まで行きます。そうすることで、ま
ず狂言師と個人的に交流し、彼の演技を観て、そして実際に狂言を体験することができます。その後、イタリアンレストランでくつろぎ（特
に、主催者は英語が話せるので、これは大きなメリットです）、最後に温泉でリラックスして眠ります。そして、翌日は何をするかを自分で
決めることができます。

3
町歩きの時間が長すぎた
夕食も今回は仕方ないが長すぎた
それぞれの見学・体験・食事個所間の移動時間は問題なし

4
全体のスケジュールは、ツアーの所要時間に対して適切で、よくバランスが取れていると感じました。各行程に無理がなく、ゆとりをもって楽
しめる構成でした。英語通訳を含める場合には、多少時間が延びる可能性もあるかと思いますが、それを考慮しても、全体として十分な
余裕があり、落ち着いて体験できる内容だと感じました。

5 ベケでの滞在時間がかなり長かったと感じます。オペレーション部分含めて、何人での滞在がベストか探れると良いと思います。

6 とてもよかったと思います。

7
全体としてスケジュールは概ね問題なく機能していたと感じた。ただし、前述のとおり、洞春寺境内外で訪問している一部の場所について
は、再検討の余地があると思われる。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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128
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

4.お食事について
本ツアーにおけるお食事内容について、味・内容・演出・地域性の観点からご意見をお聞かせください。商品価値
を高めるために改善できる点があれば併せてお書きください。

回答者 ご意見

1
◇瓦そば：地元のお料理として、大変面白く、喜ばれるお料理だと思います。お料理の詳しい説明が事前になかったのが残念です。
（ストーリーブックにはあります）

2
本当に感動しました。ヴィーガン瓦そばを食べられたこと（ツアー参加者全員と同じメニューを食べられるのはすごく重要！）に加え、夕
食と翌日の昼食もとてもよく考えられていて、美味しくてベジタリアンにも優しいものでした。山口の本当の味を味わえた気がします。

3

かわらそばは問題や改善の必要性を特段感じなかったです。
夕食についての感想は２で回答の通り
改善点として、ご夕食は宿泊先のホテルか旅館（ルートインとは別の）で和洋会席など提供しては？
2日目に立ち寄った蒸し料理も一品として加えてみは？

4

山口での食事体験はどれもとても印象的でした。元祖かわらそば たかせは特にユニークで、地域性を強く感じられる特別な体験でした。
従来どおり、事前にアレルギー確認を行っておくことで、すべてのお客様に安心してお楽しみいただけると思います。

イタリア食堂ベケも非常に魅力的で、ご夫婦で営まれている温かい雰囲気が印象的でした。お二人にお会いできたことを、とてもありがたく
感じました。

5
瓦そばは、シェアして食べるスタイルが一般的のようなので、知らない人同士でつつき合うことの是非を考えておいても良いかもしれないで
す。（個別での提供が可能か？もしくは、取り分けの箸やトングなど？を添えるか。また、そういう食べ物である、文化体験である。という
のをきちんとご説明するかなど）特に、イタリア人の方は大皿から取る習慣がないとも言われており、気にしてみても良いかもしれないです。

6 パリをテーマとしているカフェでの休憩のようなブレイクをところどころで加えればいいかと思います。

7

「元祖かわらそば たかせ」での食事は非常に満足度が高かった。一方で、景観の良い場所での食事に変更できれば、体験価値の向上
につながるのではないかと感じた。
瓦そば柳屋 山口 一の坂川店において、貸切予約が可能かどうか検討の余地があると思われる。

イタリア食堂ベケについては、雰囲気・内容ともに非常に良く、本ツアーに適した選択であった。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

5.演出について
本ツアー全体の演出（雰囲気づくり、進行、見せ方等）について、印象に残った点、または改善すべき点があればご
意見をお聞かせください。

回答者 ご意見

1
◇なんと言っても洞春寺の堂内で鷺流狂言を体験できるという点。立派な本堂のきらびやかな吊灯籠の下で、本物の鷺流狂言を鑑賞、
体験できることの特別感がすばらしいと思いました。米本さんの進行が、ゆったりとして、指導に慣れていらっしゃり、外国人にとってもわかり
やすく楽しんでいただけると確信いたします。

2
演目の演出、選曲、そして長さも素晴らしかったです。狂言に精通したガイドの力添えが必要でしょうが、シドニーさんが同席してくださった
のは幸運だったと思います。彼女のおかげで、さらに思い出深い公演になったと思います。

3
狂言の先生自ら分かりやすくご説明いただいたので、内容が違わず伝わるなら、狂言も衣装体験もいい内容であったと思います。
他の事例を参照すると、いずれも予めあらすじのご説明があったり、バックに多言語で翻訳したセリフが投影されたりしていたので同様の設
えは必要かとおもいました。

4
ツアー全体の演出は、温かく本物らしい雰囲気を生み出しており、とても良かったと感じました。各訪問地が近くにまとまっていること、美し
い川沿いの景観、そして立ち寄った建物それぞれの心地よい雰囲気が、全体の流れを自然で落ち着いたものにしていました。作り込まれ
た印象はなく、リラックスして山口の魅力を感じられる構成だった点が印象に残りました。

5

狂言体験については、米本さんのお話や進行、体験の持っていき方など、とても素晴らしかったと思います。一方で、追加で発生した輿に
乗せたり、太鼓を叩かせたり、というアディショナルについて、どういった意図でそれが紐づいているのかは、ツアー造成側で意図しておいたほ
うが良いと思います。
また、端々に歴史上の人物の話がかなり濃く出てきますが、日本人でも関係性をしっかり把握するのはとても難しい部分と思います。ただ
情報として流すのではなく、狂言が軸なのであればそれに対して「何をした人」で、「どういう関係性があり」だからこそ、名前を覚えて帰って
ほしいのである。という紐付けをこちらできちんと明治する必要があると思います。

6
素晴らしかったです。最後のレストランのランチもよかったです。その温泉旅館での宿泊は難しいでしょうか？温泉旅館の雰囲気は今回の
ツアーにピッタリ当てはまるかと思います。

7
狂言関連コンテンツについては、（設問2で触れた言語面の課題はあるものの）全体として非常に良く構成・演出されていたと感じた。
一方、その他のコンテンツについては、訪問場所の選定、ストーリー構築、全体の見せ方の点で、さらなる工夫が必要であると思われる。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

6.ストーリーブックについて
配布したストーリーブックについて、内容の分かりやすさ、情報量、体験理解への貢献度についてご意見をお聞かせくだ
さい。改善点があれば具体的にご記載ください。

回答者 ご意見

1 ◇字が小さく、高齢者のゲストなどには読みにくいと思う。

2
広島の冊子と同様に、山口の冊子もブラッシュアップできると良い。。
ツアーの価値を反映し、正しく伝わるようにするには、経験豊富なライターに依頼する必要がある。

3

そもそも狂言とは何なのか？の説明がないので冒頭説明が欲しい。
ターゲットが日本文化に対しての知的好奇心が旺盛で伝統芸能・文化に対する探求心が強く、一定予備知識のある層をイメージする
なら情報が薄く、訪日のリピーターで行ったことない日本の田舎や伝統芸能に触れてみたい層であれば個々の説明が重いのではないかと
感じました。

4

日本語と英語の両方で用意されていたストーリーブックは、とてもありがたく感じました。ツアーに参加する前は狂言についての知識がほと
んどなかったため、このストーリーブックによって理解と関心を大きく深めることができました。
英語タイトルについては、より自然で親しみやすい表現として、下記のような案も考えられるかと思います。

“Do You Know About Kyogen? A Journey to Experience Kyogen, a Tradition Spanning Over 600 Years Filled 
with Regional Charm and Cultural Heritage.”

それ以外についても、ストーリーブックは非常に読みやすく、内容も充実していました。特に米本さんの背景紹介は印象的で、鷺流狂言
を長年にわたり守り続けてこられたご功績が強く伝わってきました。

今後の検討点として、狂言の台本や簡単なあらすじを掲載することも、海外の読者にとって理解を深める助けになるかもしれません。

5 北広島と同様の感想です。

6 素晴らしかった。

7

英語タイトルの「Kyogen’s Baton」は、再検討した方がよいと感じた。
内容自体は概ね良好であるが、価格帯および想定顧客層に見合った文体・表現に書き直す必要があると思われる。

狂言に関する記述はやや重複が多く、改善の余地がある。
例えば、日本全体における狂言の歴史や、山口における狂言の位置づけ、能楽との関係などを整理して紹介することで、理解が深まる
と考えられる。
現状では、狂言について既に知っていることを前提としている印象があり、初めて触れる来訪者には基礎的な説明が不可欠である。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

7.ツアーコンセプトについて
本ツアーのコンセプトについて、「伝わりやすさ」「独自性」「訪日外国人向け商品としての魅力」などの観点からご意見を
お聞かせください。

回答者 ご意見

1
◇600年以上続く狂言～地域の魅力と文化継承のバトン～ というタイトルがストーリーブックに書かれています。文化継承、という点が、
北広島町の神楽ほど強調されていないと感じました。米本さんから鷺流の歴史について簡単なご説明はありましたが。大名を演じられた
方がお父様、との説明もありませんでした。

2
繰り返しになりますが、良いガイドがあれば、山口の歴史と狂言をもう少しうまく結び付けることができるかもしれませんが、全体的には意
味が通ります。

3 先生からご説明・解説いただく時間が多かったので狂言の魅力を伝えるには十分な接点が持てたのではないかと思います。

4
ツアーコンセプトは非常に明確で、魅力的だと感じました。対象となるお客様層はやや限定的かもしれませんが、その独自性こそが最大
の強みだと思います。以前も触れましたが、無形文化財保持者である米本さんから直接学べる体験であることを強調することで、海外の
お客様にも、この体験の希少性や価値がより伝わるのではないかと感じました。

5
鷺流狂言の(米本さんの)、伝わりやすさ、コンセプトはとても分かりやすかったです。無理なく声を出したり、笑えるということは、日本人で
も外国人でも変わらず幸せな時間で、大切なことだと感じました。なので、全体のコーディネートも、きちんと狂言の世界を楽しむためのも
のとして丁寧に整理していければ、より密度の濃い体験になると思います。

6 素晴らしいです。

7

「600年の伝統」というコンセプトは、その6世紀にわたる歴史的背景を、山口に残る建築や庭園を通じて語ることで、より理解しやすくな
ると感じた。
また、明治維新以降に狂言が衰退した経緯や、米本氏による再興への取り組みを紹介することで、「バトンを受け継ぐ」というテーマへの
共感がより強まると思われる。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

8.狂言の「理解しやすさ」について
今回の狂言体験について、内容や面白さは理解しやすかったでしょうか。そう感じた理由、または分かりにくかった点を具
体的にお書きください。

回答者 感じた点

1

◇私にはよく分かりましたし、とても面白いと感じました。また日英堪能な４名の皆様が心から楽しんでいらっしゃるのも分かりました。これ
が日本語の全く分からないゲストの場合は通訳が必要になると思いますが、日英ネイティブですでにご経験もある通訳の方がおられるとお
聞きしましたので、上手く行くことと思います。

◇「鬼瓦」では、先に米本さんがあらすじをおっしゃいましたが、日本語が分からない方には、台詞の通訳があったほうが断然面白さが通じ
ると思います。その際、「神楽」でご提案したような、紙に台詞を書いてめくるような形の字幕をつくるというのも一案かと思います。

2
今回の来場者は皆、ある程度日本語が理解できるので、もちろん面白かったです。日本語を話さない方には、パフォーマンス中に通訳を
手伝ってくれる人（これもまた、カリスマ性と芝居がかった演技力のある人）が必要かもしれません。少なくとも、面白くて素晴らしい翻訳
が書かれたフリップチャートを用意してください。

3 日本語を理解できる者には十分理解できる内容だった

4

日本語の内容をすべて理解できたわけではありませんが、全体の流れや意図は十分に感じ取ることができました。海外のお客様向けには、
ストーリーブックに台本や解説を掲載することで、より理解しやすくなるかと思います。難しい場合には、狂言のあらすじを3文程度で説明
するだけでも十分効果的だと感じました。そうすることで、通訳の方も全編を翻訳するのではなく、質問対応に集中できると思います。

とはいえ、狂言の鑑賞自体は非常に楽しく、満足度の高い体験でした。

5

事前のご説明や、短いフレーズを繰り返したりできること、その場でフレキシブルに対応いただけることが、あの場にいた方々の理解をより一
層深めたと思います。即興の部分は特にですが、米本さんご自身もおっしゃっておられましたが、日本語が本当にわからない方に対してい
は、発表、及びセリフがもう少し短くても良いかもしれないし、また、このユニークさを、真に共有できる同時通訳さんが必須であると感じま
した。そこが肝になると思います。わからない言語でも「どのような意味で今自分はセリフを発しているのか？」が体感できると、自分ごととし
てより一層深めることができると思いました。

6 米本さんのお話と説明がとてもわかりやすかったです。

7

狂言とは何かを最も簡潔な形で理解するまでに、やや努力を要したと感じた。
一方で、自分たちでミニ演目を作る体験は、身分の高低を問わず人々の日常的な関心事を描く芸能であることを理解するうえで非常
に効果的であった。
この点は、狂言が多くの激動の時代を生き延びてきた理由や、将来の発展の可能性を示唆するものでもある。
なお、「鬼瓦」については、理解できたのは全体の6割程度で、笑いの多くを十分に拾いきれなかった。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

9. 狂言の魅力（面白さ・知的満足度）について
狂言のどのような点に魅力や面白さを感じましたか。（例：ストーリー、即興性、演者の表現、笑いの質 等）印象に
残った点を自由にお書きください。

回答者 印象に残った点

1

◇狂言についてあまり知りませんでしたが、米本さんの楽しいご説明で、大変興味深くかつ楽しい時間を過ごすことができました。奥深い
伝統芸能にも関わらず、初心者向けにわかりやすく簡潔に説明して下さり、まずハードルが下がりました。

◇鑑賞した「鬼瓦」のストーリーは単純ですが人情あふれるお話で感動的。この感動は外国人にも通じると思います（スマホのある現代
ではあり得ないが、長く会えない奥方を思い出して泣く、という点を上手く説明しておくことが重要）。これを演じられた大名役のお父様の
演技がまた秀逸でした。

◇姿勢と発生練習、とても面白そうでした。「笑う」「泣く」という動作の練習が、世界の誰にでもわかりやすくて良い。

◇２日目にさまざまな装束を見せていただきました。衣装は大変色鮮やかで目に美しく、貴重な機会でした。説明も興味深かったです。

◇衣装体験も、ゲストにとっては大変貴重な体験で喜ばれると思いました。写真が本堂の中で大変に映えます。

◇最後は即興で狂言体験をされましたが、こちらも他では経験のできない素晴らしい体験だと思います。時間が限られていたにもかかわ
らず、米本さんの巧みなリードで、とても面白いお話をゲストが演ずることができました。達成感、満足感の高い、大きな思い出になること
と思います。本番では通訳も必要になってくるため、ここまでのお話を作り上げるのは難しいかもしれませんが、ご提案したように、ここで時
間をたっぷり使い、ある程度の成果物を作り上げることができたら、ゲストの満足度も上がること間違いなしです。

◇このツアーに参加される方は、狂言や能に興味のある方になると思います。そうならば、15万円でこれらの経験ができるとしたら、来て
下さる方はいらっしゃるのではと思います。

2
狂言の精神が伝わってきたと思いますし、関係者の方々もとてもフレンドリーで温かく迎えてくれました。他のツアーと同様に、少し複雑な
ので、英語ガイドの質が成功の鍵となるでしょう。

3 何でもないストーリーを、事前の解説を理解した上で拝見したので魅力が伝わりやすかった。10分程度の講演時間もちょうど良かった。

4
狂言の衣装は視覚的にも非常に魅力的で、強く印象に残りました。また、主人と太郎冠者の関係性といった当時の笑いの構造は、現
代においても非常に分かりやすく、共感しやすいものだと感じました。独特の笑い方もとても楽しく、舞台全体の雰囲気をより一層引き立
てていました。

5
一つ一つがウィットに富んでいて(茶色の足袋なども)、お茶目で、その場には演者しかいないからこそ、想像する余地が残っているところ=
自分の何かに重ね合わせることができるというのは、大変魅力的だと感じます。時代を遡っても、それが古いと感じない、それは今の時代
にも「こころが面白いと思うこと」は共通しているからなのかもしれないとも思いました。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

9. 狂言の魅力（面白さ・知的満足度）について
狂言のどのような点に魅力や面白さを感じましたか。（例：ストーリー、即興性、演者の表現、笑いの質 等）印象に
残った点を自由にお書きください。

回答者 印象に残った点

6 多くの方にとっては興味深いものだと思います。

7

狂言は今回が初体験であり、全体を通して非常に新鮮で興味深いものであった。
特に装束に関する解説と体験が印象に残っている。通常、着物を着る体験はあまり好まないが、今回は非常に楽しく感じられた（帽子
を着用できたことも一因かもしれない）。
また、体験後には、ミニ演目に加えられそうな面白い台詞のアイデアが次々と浮かび、自分自身の中で狂言的な発想が生まれていること
に驚いた。
米本氏は非常に優れた指導者であり、参加者全員が安心して体験できる雰囲気を作っていた。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

10.山口市コンテンツの「商品としての核」
山口市の体験全体を振り返って、「このツアーの核（売り）になる」と感じた要素は何でしょうか。その理由とあわせてお
聞かせください。

回答者 要素・理由

1 繰り返しになりますが、洞春寺の本堂で本物の鷺流狂言を体験できるという点

2

狂言体験全体を通して素晴らしく、とても心地よかったです。テンポも良く、役者さんや関係者全員のユーモアセンスも抜群でした。歴史
的な建物、フレンドリーなオーナー、そしてアートが融合したレストランは、きっと大ヒットすると思います。シドニーさんをぜひこの機会に誘っ
てほしいです。私自身も元ツアーガイドとして活動していますが、きっとゲストの皆さんに気に入っていただけると思いますし、山口狂言や狂
言の理解を深めるお手伝いをしてくれると思います。

3

狂言の先生から事細かに解説をいただいた上での狂言鑑賞。インバウンドにとっても通訳の課題を乗り越えれば十分楽しんでいただける
内容だったと思う。一方、商品＝ビジネスとして捉えた場合、年間6回の催行回数でマネタイズするには、１DAYまたは２DAYの広島ま
たは大阪発着の募集型ツアーで日本に長期滞在予定のインバウンドに対してオプショナルツアーで旅マエから販売してはどうか？（＝サ
ンライズツアーで商品造成）

4

山口の最大の魅力は、深い歴史、美しい景観、そして地域の人々が生み出す温かさが、落ち着いた混雑の少ない環境の中で体験で
きる点にあると感じました。単に訪れる観光地ではなく、歴史や信仰、長く受け継がれてきた文化に支えられた日常のリズムを感じられる
場所であることが、山口ならではの大きな強みだと思います。

また、町そのものの魅力に加え、ツアーに含まれる狂言体験が、山口の魅力をさらに高めていると感じました。重要無形文化財保持者で
ある米本さんから直接学び、間近で狂言に触れられる体験は、ツアー全体に大きな価値を加えています。丁寧で分かりやすい解説により、
事前知識のない方でも狂言を身近で興味深いものとして楽しむことができ、伝統芸能が「生きた文化」として伝わってきました。プロモー
ションの観点からは、参加者が実際に狂言を体験している様子の写真は非常に効果的だと思います。また、川沿いの風景や、瓦そば、
イタリア料理などの食事の写真も、訪問の魅力を伝える上で大変魅力的な素材になると感じました。
ツアーを通して、山口は当初の想像以上に強く印象に残る場所でした。整った街並みや穏やかな川沿いの景観、歴史ある寺院が、この
土地ならではの雰囲気を生み出し、さらに地域の方々の親しみやすさが、山口を温かく、本物らしい町として感じさせてくれました。

5
米本さんに実施していただく狂言体験が肝だと思います。観光商品とする場合には、山口(オオドノ)だからこそ、今もこのように鷺流狂言
が残っていて、愛されているのだ。という部分をどのようにコーディネートするかがキーになってくると感じています。

6 狂言のストーリーと体験が１番の売りであると思います。

7

言語面の課題を克服することができれば、狂言体験を本ツアーの中核に据え、洞春寺での体験を通じて現代の山口に生きる人間的な
側面に触れつつ、瑠璃光寺および常栄寺の雪舟庭園（重森三玲の系譜を含む）を組み合わせた構成が可能である。これらの主要
文化資源は、本ツアーにおいて欠かすべきではない。

一方、仮に言語面での制約が残る場合であっても、本商品は、かつて日本有数の富を誇った地域としての山口の知られざる歴史と、そ
の支配をめぐって覇を競った権力者たちが残した文化的遺産を発見する機会として、十分に魅力的に訴求することができる。

(３)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する可能性調査(実地試行) 第２回
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Ⅱ 実施内容と結果

(Ⅰ)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”に関する事前調査
(Ⅱ)“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進に向けた取組
(Ⅲ)調査結果報告会の開催

「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

２．実施内容と結果

調査結果報告会

議事次第

日時：令和８年３月４日(水) １０：３０～１２：３０

場所：広島合同庁舎４号館5階 聴聞室 ハイブリッド開催

参加者：１８名

１．開 会

２．主催者挨拶

３．議 事
（１）第一部：事業報告

・事業背景
・本事業の基本方針
・実証内容
・成果と示唆
・事業推進のポイント

（２）第二部：パネルディスカッション
・登壇者
・株式会社MAKES 後藤直哉氏
・株式会社OUGI 鈴木雅己氏
・株式会社ジャーマンインターナショナル ルース・マリー・ジャーマン氏

・テーマ
・なぜ、伝統芸能なのか？
・成長する地域と課題を抱える地域の違い
・うちの地域で始めるなら、何から始める？
・質疑応答

４．閉 会
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

2．実施内容と結果

調査結果報告会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

2．実施内容と結果

調査結果報告会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

2．実施内容と結果

調査結果報告会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

2．実施内容と結果

調査結果報告会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

2．実施内容と結果

調査結果報告会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

2．実施内容と結果

調査結果報告会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

2．実施内容と結果

調査結果報告会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

2．実施内容と結果

調査結果報告会 本資料
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

2．実施内容と結果

調査結果報告会 本資料
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Ⅲ まとめ

「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

3．まとめ
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

3．まとめ

まとめ

I. 本実証事業の目的と概要
本実証事業は、「中国地方における景勝地と伝統芸能・民俗芸能を掛け合わせた付加価値の高いコンテンツがど
の程度インバウンドに訴求力を持ち、宿泊者数や観光消費額増加を伴う来訪促進に向けたコンテンツとなり得るの
か調査検討を行う」ことを目的として実施いたしました。事前調査、有識者・関係者との検討会、そして北広島町
（有田八幡神社×芸北神楽）および山口市（洞春寺×鷺流狂言）での二度の実地試行を経て、本報告書を
取りまとめました。

II. 実証事業から得られた主要な成果と示唆
本実証事業を通じて、中国地方の「景勝地×伝統芸能」コンテンツがインバウンド誘致に大きな可能性を秘めてい
ることが明らかになりました。

・高付加価値型体験としての成立可能性の確認
少人数制、参加型、そして地域に根ざした物語性を組み込むことで、伝統芸能が単なる「鑑賞」に留まらず、参加
者が深く「関与する体験」へと転換できることが確認されました。特に、地域で継承されてきた「本物」の伝統芸能と、
演者や地域住民との直接的な交流は、インバウンドにとって極めて高い価値を持つことが示されました。これにより、
1名あたり15万円という高単価設定に対する受容性も確認され、持続可能な観光経営モデル構築への道筋が見
えました。

・文化理解試行の訪日客と中国地方の高い適合性
中国地方における伝統芸能の背景にある歴史や文化的文脈を丁寧に解説し、演者や地域住民との交流を重視
するツアー設計は、欧米豪FIT層に代表される文化体験志向の訪日客に強く響くことが分かりました。

例えば、中国山地の県北に伝わる神楽は、古き良き時代の「伝統を守る舞」と、新しい時代に対応する「創作的な
舞」が互いに刺激し合いながら伝承されています。どちらの神楽も、郷土芸能としての情熱は変わらず、より感動的
で魅力的な方向へ進もうとする姿勢が見られます。演目の一つである「八岐大蛇」は、大洪水が田畑を襲う自然
災害を、想像力豊かな古代の日本人が大蛇と娘に例えて創り上げた物語です。「頭が八つ、尾が八つ」という表現
は、中国山地の山々が幾重にも連なる姿を例えたものであり、米を主食としてきた日本人の先祖が、命がけで米作
りをしてきたことを伝える演目となっています。この深い背景を観客に伝えることで、感動を呼び起こすのではないで
しょうか。

また、山口市の鷺流狂言においては、演者である米本氏が、純粋に狂言を通じて参加者を楽しませるだけでなく、
時代背景や当時の価値観を衣装体験や山口市内の街歩きを通じて丁寧に伝えています。物まねの要素や写実
的なせりふ劇の性格を持つ狂言を、参加者と一緒に即興で演じる交流プログラムも実施しました。狂言は、小さな
出来事を丁寧に表現することで、人間が持つ内面の大きな喜びを感じることができる芸能です。

このように、北広島町や山口市のような、これまで十分に活用されてこなかった独自の「ウリ」が中国地方には多く点
在しています。だからこそ、中国地方が一体となってこれらの資源のコンテンツ化に取り組むことで、他地域と差別化
できる強力なポイントとなるのではないでしょうか。

・地域全体を巻き込むストーリー型観光への展開可能性
伝統芸能を核としつつも、景勝地、寺社仏閣、町並み散策、地域食材を活かした食、地元の職人文化など、多
様な地域資源を連携させることで、地域全体を巡る一体的な「旅の物語」を構築できることが示唆されました。特に、
夜間に伝統芸能を上演する「ナイトコンテンツ」としての再設計は、インバウンドの滞在日数延伸、ひいては観光消
費額増加に繋がる大きな可能性を秘めています。
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「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」業務

3．まとめ

まとめ

III. 実証事業で明らかになった課題
一方で、本実証事業を通じて、中国地方全体で取り組むべき共通の課題も明確になりました。
・価格設計の精緻化
演者への報酬、通訳費、移動費といった全ての原価要素を明確にし、その上で市場が受容する適正な価格帯をさ
らに検証する必要があります。単に「高い」と感じさせるのではなく、「価値に見合う」価格であることを明確に説明で
きる設計が求められます。

・運営体制・受入頻度の持続可能性
伝統芸能の舞手や奏者の多くは本業を持つ地域住民であり、定期的な公演や高頻度での受入には制約がありま
す。演者への負担を考慮し、無理なく継続できる実施回数の設計と、後継人材の育成が不可欠です。本実証事
業で、日ごろの練習時間を商品化するといった可能性を見つけることが出来ました。この可能性を今後さらにブラッ
シュアップしていくことが必要です。

・文化翻訳・体験設計の高度化
単なる言語の翻訳に留まらず、伝統芸能の背景にある文化的文脈やニュアンスを正確に伝える「文化翻訳」の専
門性強化が必要です。ツアー全体を通じて一貫した物語が伝わるよう、各体験要素をシームレスに繋ぎ、参加者が
より深く没入できる体験設計の高度化が求められます。地域のストーリーをベースに、次年度はネイティブと一緒に
更にブラッシュアップしていくことが必要です。

IV. 中国エリアが一体的に取り組むべき事項：次年度以降の推進に向けた方向性
本実証事業で得られた成果と課題を踏まえ、次年度以降、中国地方全体で以下の取り組みを推進していく必要
があると考えます。

・「観光経営モデル」の確立と横展開の推進
本実証事業で検証された「景勝地×伝統芸能」を核とした高付加価値型コンテンツの成功モデルを、中国地方の
各地域で展開できるよう、具体的なガイドラインを策定し、普及を図ります。また統一のロゴを作成していくことも一
つの手法と考えます。各地域の伝統芸能や景勝地の特性、地域住民の意向を尊重し、画一的ではない、地域に
根ざしたコンテンツを増やしていくことが必要です。

・持続可能な地域連携体制の構築と人材育成の強化
地域内の熱意のあるキープレイヤーが中心になって活動していくことが最も大切なプロセスであることが確認されまし
た。実誘客に向けては、オペレーション体制や販売促進に長けた外部の方々との連携も必要となります。伝統芸能
の担い手のみならず、インバウンド対応が可能な通訳ガイドや地域コーディネーターなど、多岐にわたる専門人材の
育成プログラムを中国地方全体で展開し、持続的な運営体制の基盤が必要です。

・多言語・多文化対応の徹底とプロモーション戦略の高度化
伝統芸能の魅力を的確に伝える「文化翻訳」の専門性を高め、多言語解説資料やプロモーション素材の質を向上
させるための支援が必要です。欧米豪FIT層などの文化体験志向層に響くような、ストーリー性のあるプロモーション
戦略を立案し、デジタルマーケティングや海外メディアとの連携も必要です。

V. 結び
本実証事業は、中国地方の豊かな地域資源が持つインバウンド観光の可能性を明確にし、その実現に向けた具
体的な道筋を示す第一歩となりました。神楽や狂言といった伝統芸能は、その本質が身体表現にあり、生身の感
動を観客に直接伝えることで初めて、その真価を発揮します。音、動き、色彩といった五感を刺激する要素を通じて、
観客は展開される世界に深く没入し、異次元へと誘われる感覚を味わうことができます。この「生で見て感じる」体
験こそが、伝統芸能の存続と発展にとって最も重要であると再確認いたしました。したがって、いかにして観客を舞台
へと誘い込むかが、今後の重要な課題となります。定期公演を通じて初心者の興味を喚起すること、演者が人気タ
レントとなりファンを獲得すること、あるいは多様なプロモーションを通じて新たな観客層を開拓することなど、様々な試
みが有効であると考えます。伝統芸能は、その土地に暮らす人々の誇りであり、文化であり、その象徴です。

本事業で得られた成果と反省点を踏まえ、中国地方が世界に誇る文化体験観光地として発展していくため、地域
が一体となって推進していくことを強く期待いたします。



令和７年度訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業(実証事業)
「中国地方の“景勝地×伝統芸能・民俗芸能”推進事業」 事業実施報告書

2026年3月
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